
口

絵平
成
三
年
度
罐

認
き
月
間
｣
推
進
礬

エ
ッ
セ
イ

や
き

や
ま

バ
イ

パ
ス
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!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
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!
!
!
!
!
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中

山

啓

一
1

Y

特

集
/
道
路
交
通
円
滑
化
の
推
進

厩

都
市
圏
の

交
…過
剛

滑
化
の

推
進
に
つ
い
て
･:::::::::::::纜
縞
謝
薊
鱗
3
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自
転
車
利
用
促
進
の
た
め
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
i
ー

ー
ー
毒

路
群

編
=

　

　

　

　

　

大
阪
都
市
圏
に
お
け
る

近
畿
地
方
建

パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
の
取
り
組
み
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
設

局
浪
速
国

“

道
工
事
事
務
所

松
江
市
に
ぉ
け
る
壽
差
通
勤
の
社
会
実
験
』に
つ
ぃ
て
!
!
!
譲

雛

護

"

霞
導
路
を
ま
も
る
月
間
｣
に
つ
い
て
!
!
!
!
!
!
!
!
ー
!
!
!
ー
!
･･布
…繊
錺
随
鱒

M

コ
迫
の
日
｣
(八
月

-
0
日
)
に
つ
い
て

!
!
ー
ー
!
!
!
ー
ー
ー
!
!
･･壷
…路
絲
務
鰤

艶

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
自
転
車
見
聞
録
燭

敦
煌
か
ら
ト
ル
フ
ァ
ン
を
め
ざ
し
て

西
城
北
道
を
行
く
!
!
!
!
!
!
長
澤

法
隆

m

道
路
管
理
事
務
担
当
者
便
り

こ
こ
ろ
豊
か
な
兵
庫
の
道
を
ま
も
玖

そ
だ
て
る
!
ー

!
!
!
讓

岬
簿

祐

地
域
活
性
化
促
進
道
路
事
業

鹿
児
島
県
に
お
け
る
｢地
域
活
性
化
促
進
道
路
事
業
｣!i
ー
!
ー
纐
巌
鵜
麒
訛
鮴
54

時
･
時
･
時
!
!
!
!
!
!
!
ー
!
!
ー
ー
!
!
!
l
;
:
;
:
:
;
:
;
;
:
:
:
:
:
:
;
:
:
;

道路行政セミナー

表紙の説明 :
Y の字の道路を中心に置き、自然と生活を結ぶ道路の役割を強調した。毎月ビルの色を変え季節感を出すこげこした。



謡鵞
特
集
/
道
路
交
通
円
滑
化
の
推
進
でl
g
2茎
麩
義
妾
g

都
市
圏
の
交
通
円
滑
化
の
推
進
に
つ
い
て

道
路
局
企
画
課
道
路
経
済
調
査
室

G
D
P

一
都
市
圏
の
交
通
円
滑
化
の
概
要

鋤
薊

注 : ( )内は昭和30年度を1.0とする指数。 G D Pは実質(H 2年現在)。
自動車走行台キロは軽自動車を含まない。

〈資料〉GD Pは経済企画庁 ｢国民経済計算年報｣
自動車走行台キロは運輸省 ｢陸運統計要覧｣。

図 l 自動車走行台キ口とG D Pの推移
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罐

　
　
　

610

ゾ

道
路
交
通
需
要
の
大
き
な
伸
び
や
非
効
率
な
自
動

車
の
使
わ
れ
方
の
増
加
に
よ
り
、
道
路
交
通
渋
滞
の

状
況
は
深
刻
化
し
て
お
り
全
国
で
年
間
に
発
生
す
る

渋
滞
損
失
は
、
約
一
二
兆
円
、
国
民
一
人
当
た
り
年

間
約
四
二
時
間
に
の
ぼ
り
、
環
境
問
題
、
経
済
効
率

の
低
下
等
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
ま
た
、
地
球
温

暖
化
防
止
の
観
点
か
ら
、
渋
滞
対
策
の
推
進
に
よ
っ

て
自
動
車
燃
費
効
率
の
高
い
走
行
環
境
を
確
保
す
る

こ
と
に
よ
る
鮠
排
出
量
削
減
対
策
や
自
動
車
利
用
の

適
正
化
等
が
求
め
ら
れ
て
い
る
o

渋
滞
の
緩
和
･
解
消
を
図
る
た
め
に
、
各
都
市
圏

総
讓

を
　

　
　離ほ仏

-

に
お
い
て
、
都
市
規
模
、
交
通
特
性
に
応
じ
て
、
バ

扣
桝

イ
パ
ス
･
環
状
道
路
の
整
備
等
の
交
通
容
量
拡
大
策
、

鱗
,

自
動
車
走
行
台
キ
ロ
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交
通
需
要
の
調
整
･
抑
制
策
で
あ
る
交
通
需
要
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト

(T
D
M
)
施
策
、
各
種
交
通
機
関
の
連

携
及
び
公
共
交
通
機
関
の
支
援
策
で
あ
る
マ
ル
チ
モ

ー
ダ
ル
施
策
を
組
み
合
わ
せ
て
総
合
的
な
都
市
交
通

施
策
を
実
施
し
て
い
る
o

交通円滑化のための総合的な対策

端椒鱗蹴鱗
策
癒

大
環櫻凝杉

①

化儼鰤窃

鮴

饅靴ル
蹴

功繭
蕨

搬

辯
経
路
芸

飾

支

ツ
ル
進

、

ン

、 鰈勧
珍か鰄
概

,
,

訃麻騰
搬
狄

秒様
馴駕嬬
猯隠

歎纖
耕滿鰡
降燃

蝋時
彰縦戦
場騙

②

VVMM糟律~〆③)
･L

図 3 総合的な都市圏の交通円滑化対策

昭和35 40 45 50 55 60 平成2 5 6 7 8
(年度)

東京23区における平均旅行速度は17km/h。 (平成 9年道路交通センサス 建設省)
※表定速度二バスの実際の連行速度、 バス時刻表のもとになるもの。

〈資料〉公営交通事業協会
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に
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ぴ
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枦

名古屋

大阪 - ｢ ｢ -、、、 .
/ ｢し、囲凹、｣

東京

二

交
通
容
量
拡
大
策

ー

体
系
的
な
道
路
整
備
の
推
進

抜
本
的
な
渋
滞
を
解
消
す
る
た
め
に
は
、
高
規
格

幹
線
道
路
や
バ
イ
パ
ス
･
環
状
道
路
の
整
備
、
国
道

の
四
車
線
化
な
ど
、
体
系
的
な
道
路
整
備
を
推
進
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、
東
京
圏
に
お
い

て
は
、
首
都
高
速
都
心
環
状
線
で
は
通
行
量
の
約
六

割
を
通
過
交
通
が
占
め
て
い
る
一
方
、
通
過
交
通
排

除
の
受
け
皿
と
な
る
環
状
道
路
の
整
備
率
は
二
割
に

過
ぎ
ず
、
慢
性
的
な
渋
滞
が
引
き
起
こ
さ
れ
て
い
る

の
が
現
状
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
特
に
都
心
を
通
過

す
る
交
通
を
分
散
し
、
渋
滞
対
策
と
し
て
効
果
の
高

内
巧　

“ 道行セ 99 ,7

‐ 資料 :首都高速道路公団調査 (H7)

図 4 首都高速道路都心環状線関連交通量の内訳



い
都
市
の
環
状
道
路
を
重
点
的
に
整
備
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

東
京
圏
で
は
、
三
環
状

(首
都
高
速
中
央
環
状
線

(中
央
環
状
)、
東
京
外
か
く
環
状
道
路

(外
か

ん
)、
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道

(圏
央
道
))
を

重
点
的
に
整
備
し
て
お
り
、
当
面
の
整
備
目
標
と
し

て
圏
央
道
西
側
、
外
か
ん
東
側
、
首
都
高
速
中
央
環

状
線
の
3
号
線
以
北
区
間
等
を
整
備
し
、
走
行
時
間

の
短
縮
や
走
行
経
費
の
減
少
な
ど
の
直
接
効
果
と
し

て
年
間
約
二
兆
円
、
圏
央
道
内
側
の
主
要
渋
滞
ポ
イ

ン
ト
の
う
ち
、
約
六
割
の
解
消
が
図
ら
れ
る
。
ま
た

三
環
状
の
整
備
が
完
了
し
た
段
階
で
は
、
直
接
効
果

と
し
て
年
間
約
四
兆
円
、
主
要
渋
滞
ポ
イ
ン
ト
は
概

ね
解
消
さ
れ
る
。

2

連
続
立
体
交
差
事
業
等
に
よ
る
踏
切
道
の
立
体

　
　

　　

都
市
交
通
の
円
滑
化
と
踏
切
事
故
の
解
消
を
図
り
、
孵

良
好
な
市
街
地
の
形
成
に
資
す
る
た
め
、
鉄
道
を
立

セ行

体
交
差
化
す
る
こ
と
に
よ
り
多
く
の
踏
切
を
一
度
に

道

除
却
す
る
連
続
立
体
交
差
事
業
を
重
点
的
に
推
進
す

る
。
ま
た
、
単
独
の
立
体
交
差
事
業
な
ど
と
あ
わ
せ
、

* 1)首都高速中央環状線(中央環状)、 東京外かく環状道路(外かん)、
首都圏中央連絡自動車道(圏央道)

5 3環状 9放射の整備状況図

* 2)当面(今後10年内目途)の整備目標として、 圏央道西側、 外かん東側、

　
　

鍔
蛾

　
　

　
　図 3環状の当面の整備目標

◎3環状9放射の整備状況

千葉市
木更津市
東開通館山線

外がん つくば市

常磐道

◎3環状の当面の整備目標

東間道水戸線

編
も

◆
◆

　
　中



資料/道路交通センサス

図 7 連続立体交差事業前後の自動車速度と交通量の比較

発生源の調整

国勤務日数の調整
国通信手段による代替 (通信販売、
遠隔地勤務、遠隔地会議)

自動車の効率的利用

回目乗り (カー ール、
パンプール) 又はシャトルバ

囲物資の共同集配
マネジメント協会の奨励
駐車の適正化
負 pの小さい土地利用

(職住接近、交通施設と大規模開
発との均衡)

発生源の調整を除く
つの ･に、 ロ れ

ロジスティクスの
回ロードプライシング

圏道路交通･駐車場情報の提供

国フレックスタイム

時間帯の変更

図 8 交通行動を視点としたT D M手法

圏パーク&ライド、パーク&バ
スライドなど

翻大量公共交通機関の利用促進
囮自転車利用･徒歩の推奨
薑歩行者 ･自転車ゾーン、トラ
ンジットモール等の設置

経路の変更

踏
切
道
の
立
体
交
差
化
を
行
う
。

立
体
交
差
化
に
よ
る
効
果
と
し
て
、
例
え
ば
国
道

一
六
号
と
京
王
線
が
交
差
す
る
北
野
駅
付
近
で
は
、

事
業
前
と
比
べ
、
事
業
後
の
走
行
速
度
が
約
二
倍
に

向
上
し
、
交
通
円
滑
化
に
貢
献
し
て
い
る
。

三

交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
施
策

交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は
、
都
市
ま
た
は
地

域
レ
ベ
ル
の
道
路
交
通
混
雑
の
緩
和
を
交
通
の
需
要

を 城
調 し
整 べ
　 　　

抑 の
制 道

き奬
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
手
法
の
体

系
で
あ
り
、
T
D
M
(弓
経
口
g
o警
官
窓
口
□
①自
営
A

区
営
“㈹
①日
の貝
)
施
策
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
T
D

M
の
主
な
目
的
は
交
通
の
円
滑
化
及
び
そ
れ
を
通
じ

て
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
確
保
で
あ
る
が
、
環
境
の
改
善

　　　
域 モ 主
の ビ な
活 り 目
性 テ 的
化 イ は
な の 交
ど 確 通
に 保 の
も で 円
資 あ 滑
す る イ
る が 及

　　　
で 境 れ

努のを

適量汗台/日) ○事業前後の自動車速度の比較
80 5 0 (速度:km / h)

率扇扇簑燿霞脂;
‐全一･『▲速 度(平日)

一撃~乏
-
一如

翻

ノ▲公会8
/ 4 9 ,1 4 8 .○

4 0

30

20

10

京王線北野駅付近の事

業区間内にある国道

1 6 号では、 平成2 年

10月の鉄道の高架化

によって自動車の走行

速度は、約2倍と大幅

に向上しています。
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T
D
M
を
交
通
行
動
か
ら
見
た
切
り
口
で
整
理
す

る
と
、
時
間
帯
の
変
更
、
経
路
の
変
更
、
手
段
の
変

更
、
自
動
車
の
効
率
的
利
用
、
発
生
源
の
調
整
、
に

分
け
ら
れ
る
。

具
体
的
に
は
、
時
差
通
勤
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム

な
ど
の
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
施
策
や
、
パ
ー
ク
ア
ン
ド
バ

ス
ラ
イ
ド
等
を
本
格
的
に
実
施
し
て
い
る
。
特
に
平

成
一
一
年
度
に
は
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
に
資
す
る

大
規
模
駐
車
場
に
対
す
る
融
資
制
度
を
創
設
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
行
政
の
T
D
M
推
進
体
制
の
整
備
に
あ
わ

せ
、
N
P
O
法

(特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
)
を
活

用
し
た
交
通
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
協
会
(T
M
A
=
号
HD
口
の-

自
警
鑓什5
口
区
営
田綿
日
の貝

か
のの8
瀦
[5
巳

の
設

立
･
運
営
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
T
M
A
組
織
の
設
立
を
支
援
す
る
。

ま
た
T
M
A
組
織
が
実
施
す
る
調
査
、
社
会
実
験
、

さ
ら
に
循
環
バ
ス
運
行
や
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
な

ど
の
T
D
M
活
動
を
支
援
す
る
。

T
D
M
の
実
施
例
と
し
て
、
金
沢
で
は
、
郊
外
の

商
業
施
設
等
の
駐
車
場
で
マ
イ
カ
ー
か
ら
バ
ス
に
乗

り
換
え
て
都
心
に
通
勤
す
る

｢回

せ
彗
封
｣
と
呼
ば

れ
る
シ
ス
テ
ム
を
平
成
八
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
!
ク
に
は
、
高
速
道
路
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
に
臨
時
駐
車
場
を
設
け
、
兼

六
園
ま
で
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
す
る
こ
と
で
市

ゴールデンウィーク期間中の
臨時駐車場の位置と
｢
シャトルバスのルート

　　　　
　　　

よ

よ

に

℃

東

西

沢

沢

金

金藝

◎K .P arkの位置

N O A 21 “

　　　　　　　

が

西インター大通

t、東インター大通り

国道-59号

至福丼

図 9 金沢におけるT D M 実施例

道行セ 99.7 7



内
の
交
通
渋
滞
の
緩
和
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

"る
0四

マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
施
策

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
効
率
的
な
輸
送
体
系

を
確
立
し
、
良
好
な
交
通
環
境
を
創
造
す
る
た
め
、

道
路
の
み
な
ら
ず
空
港
、
海
運
、
水
運
及
び
鉄
道
等

複
数
の
交
通
機
関
の
連
携
に
よ
る
総
合
的
、
効
率
的

な
交
通
施
策
で
あ
る
マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
施
策
を
推
進

す
る
。
各
種
交
通
機
関
の
連
携
及
び
公
共
交
通
機
関

の
支
援
策
で
あ
る
マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
施
策
と
し
て
、

複
合
一
貫
輸
送
を
促
進
す
る
空
港
、
港
湾
等
交
通
拠

点
へ
の
連
絡
を
強
化
す
る
道
路
整
備
、
公
共
交
通
機

関
の
整
備
や
公
共
交
通
機
関
の
利
用
を
促
進
す
る
道

路
整
備
、
駅
前
広
場
等
の
交
通
結
節
点
の
整
備
を
推

進
す
る
。

ー

交
通
拠
点
へ
の
連
絡
を
強
化
す
る
道
路
整
備

高
規
格
幹
線
道
路
網
か
ら
交
通
拠
点
で
あ
る
空
港
、

港
湾
、
新
幹
線
駅
へ
の
連
絡
を
強
化
す
る
道
路
整
備

を
行
う
。
空
港
、
港
湾
へ
の
連
絡
率
を
、
平
成
一
四

年
度
末
ま
で
に
四
四
%
ま
で
引
き
上
げ
る
べ
く
、
現

在
整
備
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　　

　

.キ

ス

　

　

　

　上

2

公
共
交
通
の
整
備
を
支
援
す
る
道
路
整
備

印

バ
ス
利
用
促
進
の
た
め
の
道
路
整
備

バ
ス
交
通
の
定
時
性
の
確
保
及
び
利
便
性
の
向
上

を
図
る
た
め
、
バ
ス
利
用
促
進
の
た
め
の
道
路
整
備

を
推
進
す
る
。
特
に
バ
ス
路
線
フ
レ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

事
業
に
よ
り
、
バ
ス
レ
ー
ン
の
カ
ラ
ー
舗
装
化
や
ハ

イ
グ
レ
ー
ド
バ
ス
停
の
整
備
、
パ
ー
ク
ア
ン
ド
バ
ス

ラ
イ
ド
駐
車
場
の
整
備
な
ど
を
推
進
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

現
在
、
仙
台
、
福
島
、
新
潟
、
米
子
、
高
松
、
徳

島
、
鹿
児
島
の
計
七
都
市
で
事
業
を
推
進
し
て
い
る
。

②

都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
及
び
新
交
通
シ
ス
テ
ム
並
び

に
路
面
電
車
の
整
備

都
市
に
お
け
る
道
路
交
通
混
雑
を
解
消
し
、
公
共

電英霊E出駐 整備糖区間 (C.C. BOX)
媒回
調 ･洲･ 整備中区間 (C.C. BOX))

燈

　

　

　

　

･

ン

　

　

　

　

　
　
　
　

　
　
　
　

燈

上

上

バ 備済

　…
o

e

バ

ス

停

図10 バス路線フレッシュアップ事業 (新潟)



交
通
機
関
の
利
便
性
を
確
保
す
る
た
め
、
道
路
事
業

と
し
て
都
市
モ
ノ
レ
i
ル
及
び
新
交
通
シ
ス
テ
ム
、

ガ
イ
ド
ウ
ェ
イ
バ
ス
シ
ス
テ
ム
や
路
面
電
車
の
整
備

を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、

現
在
全
国
で
、
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
と
新
交
通
シ
ス
テ

ム
の
八
路
線
で
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
ガ
イ

ド
ウ
ェ
イ
バ
ス
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
愛
知
県
の
志
段

味
線
を
整
備
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
路
面
電
車
に
つ
い
て
は
平
成
一
〇
年
度
に

路
盤
部
分
へ
の
支
援
を
拡
充
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

現
在
長
崎
な
ど
で
整
備
を
実
施
し
て
い
る
。

3

駅
前
広
場
等
交
通
結
節
点
の
整
備

鉄
道
と
道
路
交
通
の
円
滑
な
乗
り
継
ぎ
を
図
り
、

交
通
結
節
点
と
し
て
駅
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
た

め
、
鉄
道
新
線
の
建
設
に
伴
う
も
の
を
含
め
、
駅
前

広
場
等
の
整
備
を
重
点
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、

動
く
歩
道
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
な
ど
の
歩
行
支
援
施

設
の
整
備
を
図
る
。

五

総
合
的
な
都
市
圏
交
通
円
滑
化
対
策

ー

第
三
次
渋
滞
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム

｢第
三
次
渋
滞
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
｣
と
は
、
渋
滞
対

策
を
重
点
的
か
つ
総
合
的
に
実
施
す
る
た
め
、
計
画

期
間
を
平
成
一
○
年
度
か
ら
一
四
年
度
と
し
た
整
備

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
新
渋
滞
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
続
く

B

鸚
禦
ぐ

　

　　
　
　
　

新交通システム等

　

　
　

　

　

　
　
　　

　

、/

.
･

　

　

　
　

　
　

　　

　

　

　

　　　
T D M f

　　

　

ン

ん

状

　

　

　放射･環状道路

バスレーンのカラー舗装化

連続立体交差

図11 都市内交通の効率化のための施策イメージ図
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も
の
で
あ
る
。
各
都
道
府
県
ご
と
に
道
路
管
理
者
と

特
に
、
渋
滞
の
著
し
い
地
区
や
交
通
結
節
点
を
対

公
安
委
員
会
が
共
同
し
て
平
成
一
〇
年
に
策
定
し
た
。

第
三
次
渋
滞
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
は
、
バ

イ
パ
ス
･
環
状
道
路
の
整
備
や
踏
切
･
交
差
点
の
立

体
化
等
の
交
通
容
量
拡
大
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

需
要
サ
イ
ド
で
輸
送
効
率
の
向
上
を
図
る
交
通
需
要

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

(T
D
M
)
施
策
を
盛
り
込
ん
で
お

り
、
こ
れ
に
よ
り
総
合
的
な
渋
滞
対
策
を
推
進
し
て

い
る
。

具
体
的
に
は
、
第
三
次
渋
滞
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

中
で
、
主
要
渋
滞
ポ
イ
ン
ト

(人
口
集
中
地
区
に
お

い
て
、
渋
滞
長
一
、
0
o
o
m
ま
た
は
通
過
時
間
一

〇
分
以
上
な
ど
)
を
定
め
て
お
り
、
計
画
期
間
内
に

全
国
で
約
三
、
二
〇
〇
箇
所
の
主
要
渋
滞
ポ
イ
ン
ト

の
う
ち
、
約
一
、
○
○
○
箇
所
の
渋
滞
ポ
イ
ン
ト
の

解
消
を
図
る
。

象
と
し
た
特
定
地
区
の
交
通
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策

定
し
、
環
状
道
路
の
整
備
や
交
差
点
改
良
な
ど
交
通

容
量
拡
大
策
に
加
え
、
交
通
結
節
点
の
整
備
等
の
ほ

か
タ
ク
シ
ー
ベ
イ
や
路
上
荷
捌
き
施
設
の
整
備
な
ど

の
施
策
を
重
点
的
か
つ
総
合
的
に
実
施
す
る
と
と
も

に
、
社
会
実
験
手
法
な
ど
も
活
用
す
る

｢都
市
圏
交

通
円
滑
化
総
合
対
策
事
業
｣
を
実
施
す
る
。

さ
ら
に
、
計
画
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
効
果
測

定
を
行
い
、
計
画
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
う
。

2

都
市
圏
交
通
円
滑
化
総
合
対
策
事
業

都
市
圏
の
交
通
円
滑
化
を
図
る
た
め
、
通
勤
圏
な

ど
対
象
エ
リ
ア
を
限
定
し
、
交
通
容
量
拡
大
策
に
加

え
、
交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
及
び
マ
ル
チ
モ
ー
ダ

ル
施
策
を
組
み
合
わ
せ
て
推
進
す
る

｢都
市
圏
交
通

円
滑
化
総
合
計
画
｣
を
関
係
省
庁
、
自
治
体
の
ほ
か
、

企
業
、
市
民
等
の
参
画
を
得
て
共
同
で
策
定
し
、
都

市
の
交
通
渋
滞
の
解
消
･
緩
和
、
都
市
交
通
サ
ー
ビ

ス
向
上
等
を
図
る
。
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襲
謎
特
集
/
道
路
交
通
円
滑
化
の
推
進
ト藝
慈
錢麩
楚
義
藝
室
&

自
転
車
利
用
促
進
の
短
め
の

環
境
整
備
に
つ
い
て

道
路
局
道
路
環
境
課

自
転
車
は
自
由
度
が
高
く
、
経
済
的
で
あ
り
、
短

距
離
で
は
利
便
性
の
高
い
交
通
手
段
で
あ
る
。
ま
た
、

環
境
に
優
し
い
た
め
、
環
境
保
全
や
都
市
交
通
の
円

滑
化
の
観
点
か
ら
、
社
会
全
体
か
ら
も
都
市
交
通
の

主
要
な
交
通
手
段
の
一
つ
と
し
て
利
用
促
進
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
我
が
国
に
お
け
る
自
転
車
に
配
慮
さ
れ

た
道
路

(工
作
物
や
路
面
表
示
で
自
転
車
が
自
動
車

や
歩
行
者
か
ら
分
離
さ
れ
た
走
行
空
間
な
ど
)
は
約

七
、
○
○
○
虹
と
、
欧
米
諸
国
と
比
較
す
る
と
そ
の

整
備
水
準
は
低
い
。
ま
た
、
自
転
車
駐
車
場
も
不
足

し
て
お
り
、
歩
道
に
お
け
る
放
置
自
転
車
に
よ
り
歩

行
者
の
通
行
の
支
障
に
も
な
っ
て
い
る

(表
1
)。

建
設
省
に
お
い
て
は
、
｢新
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
｣

及
び

｢特
定
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
七
箇
年
計

画
｣
に
基
づ
き
、
自
転
車
道
や
自
転
車
駐
車
場
の
整

備
に
よ
り
、
安
全
で
快
適
な
自
転
車
の
利
用
環
境
の

形
成
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

自
転
車
利
用
空
間
の
整
備

Q

自
転
車
道
等
の
整
備

①

交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
や
改
築
事
業
に

よ
る
自
転
車
道
等
の
整
備

自
転
車
を
都
市
交
通
の
一
つ
と
し
て
位
置
付

け
、
自
転
車
交
通
の
多
い
路
線
に
つ
い
て
、
自

転
車
道
、
自
転
車
歩
行
者
道
等
の
整
備
を
推
進

し
て
い
る

(表
2
、
写
真
1
)
。

②

大
規
模
自
転
車
道
整
備
事
業
に
よ
る
自
転
車

道
の
整
備

交
通
の
安
全
を
確
保
し
、
あ
わ
せ
て
心
身
の

表 1 諸外国との自転車道の整備状況比較

国 名 年 度
自転車道延長

(km)

道路に対する割合

(%)
長
拾

延
可

ド イ ツ 螂 23
,
100 * 4

.
7 660

オランタ" 螂 薊 範 Wアメリカ 螂 “ 饅 240

日 本 鰡 鰓 第 %

* ｢都市の自転車交通に関する研究｣ 国際交通安全学会 (1997)

尋キ 自転車歩行者専用道路等十自転車、歩行者、自動車が分離さ
れた道路
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表 2 自転車道等の現況 (単位 :km)

一般国道 主要地方道 一般県道 市町村道 計

自 転 車 道 358 468 504 976 2 ,306

自 転 車 歩 行 者 道 28,250 19 ,047 15 ,646 34 ,018 96 ,961

自転車歩行者専用道路 66 124 1,918 2 ,192 4 ,300

計 28 ,674 19,639 18 ,068 37 ,186 103 ,567

健
全
な
発
達
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

大
規
模
な
自
転
車
道
の
う
ち
整
備
の
必
要
性
の

極
め
て
高
い
路
線
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
道
に

認
定
の
上
、
国
が
補
助
し
て
い
る
。

(注) 1 , 平成10年 4月 1日の現況である。
2 . 延長は、 延べ延長である。
3 . 大規模自転車道を含む。
4 . 自転車歩行者専用道路には、 自転車専用道路を含む。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　 　　　　　 　　　　　　　　 　 　　　　 　　 　 　　 　 　　 　 　 　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 　　　 　 　

　 　 　 　　　 　 　 　　　　 　 　　　　　
譜 昆 I、 戸 濫 …導 白 乏 本か 白 襞巽ミ ミミミ　 　 　 　 　 　 　　

　 　　 　　
　　　　　

る お, 薦 半五　　 　　 　 　　　

Q

自
転
車
駐
車
場
の
整
備

①

交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
や
街
路
事
業
に

よ
る
自
転
車
駐
車
場
の
整
備

自
転
車
利
用
者
の
利
便
を
図
る
と
と
も
に
、

放
置
自
転
車
の
縮
減
を
図
る
た
め
、
あ
わ
せ
て

交
通
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、
鉄
道
駅
等
の
周

辺
に
お
け
る
自
転
車
駐
車
場
の
整
備
を
推
進
し

②

民
間
の
自
転
車
駐
車
場
整
備
の
促
進

道
路
開
発
資
金
制
度
に
よ
る
融
資
、
自
転
車

駐
車
場
整
備
促
進
税
制
、
標
準
自
転
車
駐
車
場

(表
3
)

に 業 写真 1 幅広の歩道を自転車と歩行者に分離して
、 に 分離走行空間を確保 (名古屋市の例)

自
転
車
利
用
促
進
モ
デ
ル
地
区
…

｢地
球
温
暖
化
対
策
推
進
大
綱
｣
に
基
づ
き
、
自
云

車
利
用
の
促
進
の
た
め
の
道
路
環
境
の
整
備
を
モ
デ

ル
と
し
て
推
進
す
る
た
め
、
モ
デ
ル
都
市
を
指
定
し

自
転
車
道
網
の
整
備
な
ど
に
対
し
重
点
的
に
支
援
を

行 目 ル 車 ｢
う 転 と 利 地 一
o 車 し 用 磨 小足

一 ょ 附
表 3 自転車駐車場の整備状況

附
置
義
務
条
例
の
策
定
な
ど
に
よ
り
、
民
間
に

よ
る
自
転
車
駐
車
場
の
整
備
を
促
進
し
て
い
る

ニ

モ
デ
ル
都
市
に
お
け
る
自
転
車
利
用

促
　
の
環
境
整
備

＼一般国道 主要地方道 一般県道 市町村道 計

設 置 数
(箇所)

662 387 427 7,347 8 ,823

収容台数

(千台)
69 83 54 2 ,344 2 ,549

券 環 匹 け ば
(注虹 . 道路“附属物 ' ば道路管理者が管理す“ めで 凝 o

ル 兄 に
自 促鬘 2 ･ 平成10年 銅 1日現在o

都 の 基
市 整 づ 転 進 り

、

都 の 笠
市 整 づ
を 備 き
指 を 、

定 モ 目
し デ 転

!2 道イテセ 99,7



東
京
都
練
馬
区
、
静
岡
市
、
広
島
市
、
徳

島
市
、
佐
賀
市

ま
た
、
さ
ら
に
地
域
に
お
け
る
自
転
車
利
用
環
境

整
備
の
創
意
工
夫
を
活
か
し
た
多
様
な
事
例
の
充
実

を
図
り
、
全
国
各
地
に
お
け
る
自
転
車
利
用
の
環
境

整
備
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
、
モ
デ
ル
都
市
を
公

募
し
て
い
る
o

三

自
転
車
利
用
促
進
の
定
め
の
環
境
整

備
に
関
す
る
調
査

都
市
に
お
け
る
自
転
車
の
利
用
促
進
を
広
範
に
推

進
し
て
い
く
た
め
、
平
成

一
○
年
度
に
お
い
て
、
学

識
経
験
者
、
関
係
省
庁
、
地
方
公
共
団
体
、
自
転
車

関
連
団
体
か
ら
な
る
調
査
委
員
会
を
組
織
し
、
都
市

に
お
け
る
自
転
車
利
用
空
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画

や
整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
定
め
た
自
転
車
利
用
基
本
計

画
の
策
定
の
考
え
方
、
安
全
性
、
走
行
性
が
確
保
さ

れ
た
自
転
車
走
行
空
間
の
整
備
、
自
転
車
駐
車
場
の

整
備
等
の
方
策
に
関
す
る
考
え
方
な
ど
、
都
市
交
通

と
し
て
の
自
転
車
の
役
割
と
し
て
位
置
づ
け
を
明
確

に
し
た
上
で
、
自
転
車
が
安
全
か
つ
円
滑
に
利
用
で

き
る
自
転
車
空
間
を
整
備
す
る
た
め
の
基
本
的
方
向

を
取
り
ま
と
め
た

(図
1
)。

0

自
転
車
利
用
促
進
の
た
め
の
環
境
整
備
の
基
本

的
方
向

自
転
車
の
利
用
促
進
を
図
る
た
め
に
は
、
当
該
都

市
の
状
況
に
応
じ
、
都
市
交
通
と
し
て
の
自
転
車
の

役
割
と
位
置
づ
け
を
明
確
に
し
、
自
転
車
の
安
全
性
、

快
適
性
、
走
行
性
が
確
保
さ
れ
た
走
行
空
間
と
自
転

車
の
駐
車
空
間
と
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
整
備
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
自
転
車
走
行
空
間
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
自
転
車
の
利
用
密
度
が
高
く
骨
格

路
線
と
な
る
コ
リ
ド
ー

(幹
線
)
路
線
と
、
こ
れ
へ

の
集
散
機
能
を
も
ち
地
域
に
密
着
し
た
路
線
と
な
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
路
線
と
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
コ
リ
ド

!
路
線
は
歩
行
者
や
歩
行
者
又
は
自
転
車
と
共
存
す

る
空
間
と
し
て
整
備
さ
れ
る

(図
2
)。

コ
リ
ド
ー

(幹
線
)
路
線
は
分
離
型
の
走
行
空
間

を
目
指
す
が
、
早
期
に
形
成
す
る
た
め
に
は
暫
定
的

に
共
存
型
の
自
転
車
走
行
空
間
と
し
て
整
備
し
、
段

階
的
に
分
離
型
の
走
行
空
間
へ
改
善
し
て
い
く
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
路
線
も
段

階
的
に
配
置
密
度
を
高
め
た
り
す
る
な
ど
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
整
備
水
準
を
段
階
的
に
高
め
て
い
く
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
走
行
空
間
の
整
備
に
合
わ
せ
、
駐
車
空
間

の
整
備
も
重
要
で
あ
り
、
ま
た
、
自
転
車
利
用
空
間

に
対
す
る
情
報
提
供
、
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
の
教

育
な
ど
の
社
会
環
境
整
備
も
必
要
で
あ
る
。

②

自
転
車
利
用
環
境
整
備
基
本
計
画
の
策
定

自
転
車
利
用
環
境
整
備
の
具
体
的
な
進
め
方
と
し

て
は
、
利
用
環
境
整
備
が
長
期
間
を
要
し
、
多
く
の

リドー (幹線)路線

自転車駐車空間

自転車走行空間

ネットワーク

コミュニティ路線

図 2 自転車利用空間の概念図
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自転車利用促進の必要性と課題 , '

◎短トリップでニーズが高い自転車 ◎必要な自転車利用空間の整備

菱巍慕蟯“酵熟議紙激職性
安全性快適性･走行性が確保された

性 馴 幅 自転車新空間の整備
･自転車駐車空間の整備

必
要
性

◎短トリップでニーズが高い自転車
･高い自由度、健康的、経済的
･短トリップにおける高い機動性

◎環境保全、都市交通円滑化に資する自転車 　
　

◎社会環境の整備

′テ
コ
、 ソ≧＼ 、

'‐
-、 へ

~
シ

“
、 -‘ ･ ,^ { )

-なく君 《 ＼
"-

~
/

‐自転車利用促進のための環境整備の基本的方向‐ -
/ ＼ ~

1)都市交通としての役割を発揮できる自転車利用空間ネットワークの形成 .‐
〉 へ ~

き自転車走行空間ネットワークはコリドー(幹線)路線とコミュニティ路線で構成 ゞ ヘ ラ }

rコUドー(幹線)路線は主として分離型、コミコニティ路線は主として共存型で整備 ~
〕

~ 、
K

2)自転車走行空間ネットワークの段階的整備
3)走行空間の整備とあわせた社会環境整備
　 　 　 　 　 　 　 　

　
　

自転車利用環境整備基本計画の策定 、
　 　　 　　 　　

　

1)都市交通手段としての自転車利用の目標
2)都市の空間構造や交通特性などに即した自転車利用空間のネットワーク計画
3)自転車利用空間のネットワーク計画を実現するための整備プログラム
4)自転車利用促進に資する社会環境整備に関する事項

　
◎安全性、走行性が確保された自転車走行空間の整備
1)分離型の自転車走行空間
･道路の構成要素の幅を少しづつ縮小

目 ･自動車の駐停車帯、車線数、植樹帯のい亦れかの

菫 機能を集約または移設
利 ･道路の拡幅などにあわせて整備

裏 ･既存の緑道や河川堤防を積極的fこ活用 など
　 　

自
転
車
利
用
空
間
確
保
の
方
策

◎安全性、走行性が確保された自転車走行空間の整備
1)分離型の自転車走行空間
･道路の構成要素の幅を少しづつ縮小
･自動車の駐停車帯、車線数、植樹帯のい亦れかの
機能を集約または移設

･道路の拡幅などにあわせて整備

･既存の緑道や河川堤防を積極的に活用 など
2)共存型の自転車走行空間

･歩道の段差解消、標識の設置など

･自動車の速度規制や交差点でのハンブ整備など

◎ニーズにマッチした自転車駐車場の整備

こ 1)他の交通機関との連携をスムーズにする自転車駐車場
2 )拠点施設では、使いやすい位置に自転車駐車場を整備
3 )中小の集客施設においても自転車駐車場を整備

社
会
環
境
整
備
の
方
策

･情報提供
･公共交通機関との連携
･交通ルールとマナーの教育
･業務や通勤での利用の奨励
など

" 2 設で-、 い すい M置に - 駐 場を整備
3 )中小の集客施設においても自転車駐車場を整備

　 　　　　　　　　　　　　　　　　　
自転車利用促進のための環境整備の推進

･自転車利用環境整備基本計画の策定者である各道路管理者が主体となって、公安委員会などと
連携して整備を推進
･地域連絡協議会などを設置して、道路利用者や住民などの意向を反映しながら推進

、＼＼“〆〉
〉ノノ ~̂

図 1 自転車空間を整備するための基本的方向
メイ 道イテセ 99.7



関
係
者
の
理
解
と
協
力
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
整
備
の
基
本
と
な
る
基
本
計
画
に
は
、

自
転
車
利
用
促
進
の
目
標
、
自
転
車
利
用
空
間
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画
、
自
転
車
利
用
空
間
の
整
備
プ
ロ

グ
ラ
ム
、
社
会
環
境
整
備
に
関
す
る
事
項
を
盛
り
込

む
こ
と
に
な
る
。

具
体
的
な
自
転
車
走
行
空
間
の
確
保
の
方
策
し
て

は
、
道
路
の
構
成
要
素
の
幅
を
す
こ
し
づ
つ
縮
小
、

自
動
車
の
駐
車
帯
･
車
線
数
･
植
樹
帯
の
い
ず
れ
か

の
機
能
を
集
約
ま
た
は
移
設
、
道
路
の
拡
幅
に
あ
わ

せ
て
整
備
、
既
存
の
緑
道
や
河
川
堤
防
の
活
用
な
ど

に
よ
り
分
離
型
の
走
行
空
間
を
整
備
す
る
な
ど
、
地

域
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
工
夫
で
空
間
を
創
出
す
る

こ
と
が
望
ま
れ
る
。
ま
た
、
既
存
型
の
走
行
空
間
の

整
備
に
つ
い
て
は
、
歩
行
者
と
の
共
存
の
場
合
は
、

歩
道
の
段
差
解
消
と
と
も
に
標
識
の
整
備
な
ど
に
よ

り
歩
行
者
の
安
全
性
の
向
上
と
自
転
車
の
走
行
性
確

保
に
配
慮
し
、
自
動
車
と
の
共
存
の
場
合
は
、
自
動

車
の
走
行
速
度
を
制
限
し
、
自
転
車
の
安
全
性
向
上

を
図
る
こ
と
に
配
慮
す
る

(図
3
･
4
･
5
)。

コ
リ
ド
ー

(幹
線
)
路
線
で
あ
っ
て
も
当
面
は
交

通
量
が
比
較
的
少
な
い
路
線
や
分
離
型
の
自
転
車
走

行
空
間
の
確
保
が
困
難
な
路
線
で
は
、
長
期
的
に
は

分
離
型
の
自
転
車
走
行
空
間
を
目
指
す
も
の
の
、
短

期
的
に
は
自
動
車
の
速
度
規
制
、
歩
道
の
段
差
解
消
、

自
転
車
走
行
に
配
慮
す
る
こ
と
を
示
す
標
識
の
設
置

Gゞきき/＼ "‐　　　
　　

　　 　
　　

.
■

植樹帯の縮小 歩道の縮小上平　 　　 　　 　　
転車走行空間 自転車走行空間

図 3 広幅員 ･多車線道路の各構成要素の幅を少しづつ縮小して分離型の自転車走行空間を確保

自転車走行空間

中央帯の縮小歩道の縮小 植樹帯の縮′｣

共存型の自転車走行空間(歩行者との共存空間)

図 4 共存型の自転車走行空間 (歩行者との共存)
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･鞘
同
一

畠
皿
g
I

･馨
中
I〔し〔

…
･管
理

畠
圏
守
II

･榊
田
一

/

、
2
,

歩道を歩行者と自転車に分離 !
図 6 自転車走行空間の段階的整備の例

1 , 駐停車帯とのタイムシェアリングで確保

　　　

2 . 駐車場整備による走行空間の恒常化

な
ど
に
よ
り
、
自
転
車
の
安
全
走
行
を
可
能
と
す
る

共
存
型
の
自
転
車
走
行
空
間
と
し
て
整
備
し
、
段
階

的
に
分
離
型
の
走
行
区
間
へ
と
改
善
し
て
い
く
こ
と

も
考
え
ら
れ
る

(図
6
)
。

ま
た
、
走
行
空
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
と
あ
わ

せ
て
、
鉄
道
駅
な
ど
の
交
通
結
節
点
、
図
書
館
･
市

役
所
な
ど
の
拠
点
施
設
、
中
小
規
模
の
集
客
施
設
に

お
け
る
自
転
車
駐
車
場
の
整
備
を
計
画
的
に
行
う
こ

と
も
必
要
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
自
転
車
の
走
行
及
び
駐
車
の
た
め
の
空

間
を
よ
り
使
い
や
す
く
し
て
い
く
た
め
に
は
、
自
転

車
マ
ッ
プ
等
の
情
報
提
供
や
自
転
車
交
通
に
対
す
る

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
の
教
育
等
の
社
会
環
境
面
の
整
備

も
必
要
で
あ
る
。

@

自
転
車
利
用
促
進
の
た
め
の
環
境
整
備
の
推
進

自
転
車
利
用
環
境
の
整
備
は
、
自
転
車
利
用
環
境

整
備
基
本
計
画
を
策
定
し
た
関
係
道
路
管
理
者
が
主

体
と
な
っ
て
、
公
安
委
員
会
は
じ
め
公
共
交
通
機
関

な
ど
各
種
機
関
と
連
携
し
て
推
進
す
る
こ
と
が
望
ま

れ
る
。

@

今
後
の
自
転
車
利
用
促
進
の
た
め
の
取
り
組
み

今
後
、
上
記
調
査
の
結
果
を
基
に
、
都
市
に
お
け

る
自
転
車
利
用
環
境
を
整
備
す
る
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
作
成
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

/6 道々テセ 99.7

図 5 共存型の自転車走行空間 (自動車との共存)

① 速度制限による共存型から幅広

1 . 自動車の速度制限により共存型で整備

畢 幅婉の整備

ェシム　　　
タ② ムシェアリングから駐車場整
備による走行空間の恒常化

　　 　

共存型の自転車走行空間(自動車との共存空間)

スムース歩道



謡翼
謎
特
集
/
道
路
交
通
円
滑
化
の
推
進

き藝
簑
裝
奢
ん義
讃
繁
&

大
阪
都
市
圏
に
お
け
る

パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
の
取
り
組
み

近
畿
地
方
建
設
局
浪
速
国
道
工
事
事
務
所

一

は
じ
め
に

最
近
で
は
渋
滞
を
緩
和
し
、
ス
ム
ー
ズ
で
快
適
な

移
動
を
実
現
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、
道
路
の
交

通
容
量
を
拡
大
す
る
だ
け
で
な
く
、
車
の
利
用
者
サ

イ
ド
に
お
け
る
交
通
需
要
を
調
整
し
、
既
存
の
社
会

資
本
ス
ト
ッ
ク
を
効
率
よ
く
活
用
す
る
交
通
需
要
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト

(以
下
、
T
D
M
)
が
注
目
さ
れ
、
全

国
的
に
も
そ
の
取
り
組
み
が
始
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
阪
府
域
に
お
い
て
も
、
大
阪
都
市
圏
の
慢
性
的
な

交
通
渋
滞
の
緩
和
を
図
る
た
め
に
、
平
成
九
年
度
に

交
通
運
用
面
か
ら
の
方
策
を
検
討
す
る

｢京
阪
地
域

交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
会

(座
長
"
大
阪
大

学
大
学
院

新
田
保
次
助
教
授
)｣
(以
下
、
京
阪
地

域
T
D
M
研
究
会
)
を
、
学
識
経
験
者
、
建
設
省
、

大
阪
府
、
日
本
道
路
公
団
、
大
阪
府
警
、
大
阪
市
、

門
真
市
等
の
参
加
の
も
と
発
足
さ
せ
、
T
D
M
施
策

に
つ
い
て
検
討
を
行

っ
て
い
ま
す
。

本
稿
で
は
、
京
阪
地
域
T
D
M
研
究
会
で
実
施
し

た

｢協
力
意
識
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
｣
結
果
、
な
ら
び

に
一
般
市
民
の
参
加
の
も
と
実
施
し
た

｢門
真
南
パ

ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド

(以
下
、
P
&
R
)
社
会
実
験
｣

結
果
、
さ
ら
に
現
在
取
り
組
み
中
で
あ
る

｢駅
前
大

規
模
商
業
施
設
P
&
R
社
会
実
験
｣
に
つ
い
て
述
べ

て
い
き
ま
す
。

=

大
阪
都
市
圏
に
お
け
る
取
り
組
み
状
況

近
年
の
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
に
よ
る
車

利
用
の
増
加
に
と
も
な
い
、
大
阪
市
の
都
心
部
及
び

流
入
部
で
は
渋
滞
が
慢
性
化
し
て
お
り
、
大
阪
府
全

域
で
は
主
要
な
渋
滞
箇
所
だ
け
で
約
一
六
〇
箇
所
に

も
の
ぼ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
国
道
一
号
で
大
阪
中
央

環
状
線
か
ら
都
心
の
大
阪
駅
ま
で

(約
一
一
如
)
車

で
通
勤
す
る
の
に
、
所
要
時
間
が
一
時
間
二
〇
分
以

上
も
か
か
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
交
通
渋

滞
に
よ
る
社
会
経
済
的
な
損
失
は
莫
大
な
も
の
と
な

っ
て
お
り
、
全
国
的
に
見
て
一
人
当
た
り
年
間
約
四

一
一時
間
、
費
用
に
換
算
し
て
全
国
で
約
一
二
兆
円
、

近
畿
に
お
い
て
も
約
二
兆
円
と
試
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
渋
滞
時
の
環
境
へ
の
負
荷
は
、
通
常
走
行
時

に
比
べ
て
、
燃
料
消
費
量
で
約
二
倍
、
排
気
ガ
ス
は

ニ
ー
四
倍
に
も
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

大
阪
府
で
は
、
約
二
〇
年
前

(昭
和
五
五
年
)
に
、

都
心
か
ら
一
0
i
一
五
如
圏
の
大
阪
中
央
環
状
線
と

鉄
道
と
の
交
差
箇
所
な
ど
一
六
カ
所
に
駐
車
場
を
整
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備
し
て
、
P
&
R
シ
ス
テ
ム
導
入
を
検
討
し
た
経
緯

が
あ
り
ま
す
。
当
時
、
計
約
一
万
二
千
台
が
P
&
R

に
転
換
し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、
ラ
ッ
シ
ュ
時
に

大
阪
市
内
に
流
入
す
る
通
勤
マ
イ
カ
ー
の
三

%
を

削
減
す
る
計
画
で
し
た
。
現
在
の
と
こ
ろ
千
里
中
央

駅
、
江
坂
駅
な
ど
一
部
の
駅
で
実
施
中
で
す
が
、
計

画
箇
所
の
多
く
は
未
着
手
の
ま
ま
と
い
っ
た
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
T
D
M
研
究
会
に
お
い
て
、
T
D
M
施
策

の
一
つ
で
あ
る
P
&
R
シ
ス
テ
ム
に
着
目
し
、
大
阪

の
よ
う
な
大
都
市
圏
で
、
通
勤
目
的
を
対
象
と
し
た

P
&
R
の
展
開
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
検
討
を
行
っ

て
い
ま
す
。

三

T
D
M
施
策
へ
の
車
利
用
者
の
協
力

意
識
調
査

万
世
帯
に
調
査
票
を
配
布
し
二
、
二
〇
八
票
回
収
(回

収
率
六
%
)。
後
者
は
、
平
成
一
〇
年
一
月
に
通
勤
時

間
帯

(午
前
六
時
半
-
九
時
)
に
お
い
て
大
阪
府
下

六
カ
所
の
阪
神
高
速
道
路
料
金
所
で
乗
用
車
一
万
三

千
台
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
調
査
票
を
配
布
し
一
、
三
九

二
票
回
収

(回
収
率
一
一%
)
し
た
も
の
で
す
。

2

通
勤
で
の
車
利
用
実
態

両
調
査
か
ら
通
勤
時
の
車
利
用
の
実
態
を
要
約
し

て
示
し
ま
す
。

の
自
分
が
優
先
的
に
使
え
る
車
保
有
者
が
八
九
%
、

｢ほ
ぼ
毎
日
利
用
｣
し
て
い
る
人
が
八
二
%
、
平

均
乗
車
人
員
一
･
二
人
/
台
。

の
駐
車
場
所
は
、
会
社
の
無
料
駐
車
場
五
四
%
、
有

料
駐
車
場
三
九
%
。

e
通
勤
費
は
、
全
額
会
社
負
担
五
0
%
、
全
額
個
人

負
担
一
九
%
、
一
部
個
人
負
担
三
一
%
。

の
車
利
用
理
由

(多
重
回
答
)
は
、
｢仕
事
で
使
う
｣

六
二
%
、
｢早
朝
･深
夜
に
も
利
用
で
き
る
｣
四
三

%
、
｢早
く
着
け
る
｣
｢快
適
｣
｢立
寄
先
が
多
い
｣

｢荷
物
が
あ
る
｣
｢駅
や
バ
ス
停
が
遠
い
｣が
、
そ

れ
ぞ
れ
約
二
0
%
な
ど
。

3

T
D
M
施
策
へ
の
協
力
意
識

車
利
用
者
の
う
ち
、
車
へ
の
依
存
度
が
低
く
、
車

利
用
の
自
粛
意
識
が
高
い
人
ほ
ど
電
車
･
バ
ス
ヘ
の

転
換
可
能
性
が
高
く
、
T
D
M
施
策
へ
の
協
力
も
得

ら
れ
や
す
い
と
判
断
で
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
図
1
に

ー

協
力
意
識
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
概
要

P
&
R
シ
ス
テ
ム
導
入
に
は
、
適
地
を
選
定
し
て

駐
車
場
を
確
保
す
る
こ
と
と
併
せ
て
、
車
利
用
者
の

協
力
と
参
加
を
得
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
そ
こ
で
、

P
&
R
シ
ス
テ
ム
導
入
に
際
し
、
通
勤
時
の
車
利
用

の
実
態
と
T
D
M
施
策
へ
の
協
力
意
識
を
把
握
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
｢通
勤
交
通
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
｣

と

｢自
動
車
交
通
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
｣
を
実
施
し
ま

し
た
。
前
者
は
、
平
成
九
年
一
二
月
に
寝
屋
川
市
、

門
真
市
、
大
東
市
、
交
野
市
、
四
条
畷
市
な
ど
の
四

＼
車利用の自粛意識

局 い 低 い

車
依
存
度

低 い
一定
=!

クン-フ
.‐････一--.----,.･･.･･.･････

nクン-フ

局 い nクン-フ
.･･.･･.･･.･･.･･.･･.･･.･｣‐‐

クン｣フ

　

　
　

　
　　　

｣
由
環
控
力

)
う
理

や

を

協

由
便
の
滯

用

の

理

で

外

渋

利

外

用

事

以

(

の

以

利

仕

記

識

車

記

車
｢

上
意
｢

上

(

!

･
粛

!
.

又

白
【
自粛意識 (渋滞や環境改善への協力)
｣ : ｢車の利用を控え電車･バスを利用｣

｣ :上記以外の協力意識

車から電車 ･パスへの転換可能ランク

度
J
｣
目
｣
｣

車

目

存
い

い
用

い

い

依
塙
胝
鯏
塙
胝
1

○

α

図

表 的別にT D M への協力意識 (% )

目
的＼

車利用の自粛意識

局 い 低 い 計

通
勤 蕨
薇

低 い 11 27 旛

局 い 20 42 62

計 31 鋤 脚

業
務 勲
被

低 い に･U m 郎

高 い 視 55 節

計 範 65 脚
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表 2 個人属性と転換可能ランク別構成比

項目 属性
転換可能ランク別構成比(% )

T1 II m 計

年齢階層

20歳代(107) 15 46 39 100

30歳代(242) 7 50 43 loo

40歳代(227) 11 43 46 100

50歳代(260) 13 46 41 100

60歳以上 (122) 11 53 36 100

職業分類

第一次産業 (6) 0 67 33 100

第二次産業(305) 10 41 49 100

第三次産業(473) 11 48 41 100

学生 ･無職他(121) 17 56 27 100

車の利用
回 数

ほぼ毎日(79l) 7 46 47 100

週 3 ~ 4 日 (56) 18 46 36 100

週 1 ~ 2日以下(100) 34 57 9 100

出発地

東大阪(439 12 50 38 100

北大阪(99) 8 38 54 100

南大阪(l75) 10 43 47 l00

その他(250) 11 50 39 100

駐車場所

有料(333) 8 43 49 100

会社(無料)(467) 12 49 39 100

路上他(無料)(61) 13 48 39 100

交 通 費
負 担

全額個人負担(172) 16 49 35 100

全額会社負担(444) 5 43 52 100

一部会社負担 (269) 14 52 34 100

P & R 利
用 意 向

条件次第で利用(475) 14 48 38 100

利用したくない(292) 7 45 48 100

わからない(161) 9 45 46 100

計 (963) 11 47 42 100

示
す
よ
う
に
自
粛
意
識
を
交
通
渋
滞
や
環
境
改
善
へ

の
協
力
意
識
か
ら
、
依
存
度
を
車
利
用
理
由
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
評
価
し
て
、
電
車
･
バ
ス
ヘ
の
転
換
可
能
ラ

ン
ク
を
三
段
階
に
区
分
し
ま
し
た
。

表
1
は
、
車
の
利
用
目
的
別
に
T
D
M
へ
の
協
力

意
識
を
整
理
し
た
も
の
で
す
。
車
依
存
度
で
は
、
通

勤
目
的
に
比
べ
業
務
目
的
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

自
粛
意
識
で
は
大
き
な
違
い
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
車

依
存
度
が
低
く
、
か
つ
自
粛
意
識
が
高
い
ラ
ン
ク
I

の
人
は
、
通
勤
で

=
%
、
業
務
で
五
%
と
な
っ
て

お
り
、
業
務
目
的
の
交
通
を
転
換
さ
せ
る
こ
と
は
困

難
な
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
表
2
は
、

4

P
&
R
シ
ス
テ
ム
の
利
用
意
向

自
動
車
で
大
阪
市
及
び
中
央
環
状
線
内
側
の
地
域

へ
通
勤
し
て
い
る
回
答
者
の
P
&
R
シ
ス
テ
ム
へ
の

転
換
意
向
を
、
P
&
R
利
用
前
と
利
用
後
の
通
勤
所

要
時
間
差
と
、
駐
車
場
料
金
を
条
件
と
し
て
分
析
し

回
答
者
の
属
性
ご
と
の
ラ
ン
ク
別
割
合
を
示
し
た
も

の
で
す
。
職
業
分
類
、
車
の
利
用
回
数
、
交
通
費
分

担
で
は
ラ
ン
ク
別
構
成
比
が
異
な
る
の
が
特
徴
的
と

な
っ
て
い
ま
す
。

注) 属性の( )内数字は、 回答数(人)

0.50

、 跿鷲寮勢牢鬱‘
キー P& R転換確率式

た !/!!十ば川裏7 " ぜ .“み !"‐! 4 !+ !.β万 X!“‐‘の;

(重相関係数 :R±0,労り [縛
＼ M

〈時間差△ t〉
0 :△ t=‐20分
◇ :△t= 4 0分
△ :△t=0分
□ :△t=10分

〈時間差△ t〉
0 :△ t=‐20分
◇ :△t= 4 0分
△ :△t=0分
□ :△t=10分

ハ
･興 o?

% 入 線
＼

^ 1 4こ

04 5

04 0

0.35

0.30

0.25

0,20

0.15

0.10

0,0 5

0.00

0 5,000 10,000 15,000 20,000 25,000 30,000 35,00O

P& R駐車場料金 C (酊月)
注)通勤交通アンケートと自動車交通アンケートの合計

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
条
件
に
か
か
わ
ら
ず
利
用
し

な
い
と
答
え
た
回
答
者
が
四
八
%
あ
り
、
残
る
五
二

%
が
時
間
差
や
駐
車
場
料
金
次
第
で
転
換
す
る
と
答

え
て
い
ま
す
。
二
〇
分
程
度
の
時
間
差
で
駐
車
料
金

次
第
で
転
換
す
る
と
答
え
た
回
答
者
は
四
0
%
程
度

と
な
っ
て
い
ま
す
。

図
2
は
時
間
差
ご
と
に
、
駐
車
料
金
に
対
す
る
転

換
割
合
を
プ
ロ
ッ
ト
し
た
も
の
で
す
。
時
間
差
に
関

わ
ら
ず
駐
車
料
金
が
一
万
円
/
月
を
上
回
る
と
、
転

換
し
て
も
よ
い
と
答
え
た
回
答
者
数
が
著
し
く
低
下図 2 時間差ごとの駐車料金に対する転換割合 下 転 関 転 度 金 答 二
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し
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
一
定
の
需
要
を
見
込
め

二
項
選
択
ロ
ジ
ッ
ト
モ
デ
ル
を
採
用
し
ま
し
た
。
図

結
果
を
踏
ま
え
、
P
&
R
シ
ス
テ
ム
の
意
義
と
役
割

る
駐
車
料
金
の
限
界
点
は
一
万
円
/
月
程
度
と
見
る

2
中
に
転
換
確
率
式
を
示
し
ま
す
。

を
ム
く

に
啓

る
と
と
も
こ
･

B

口
刀

こ
と
も
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
の
分
布
を
も
と
に
P
&
R
シ
ス
テ
ム

の
潜
在
需
要
を
予
測
す
る
転
換
確
率
モ
デ
ル
を
作
成

し
ま
し
た
。
転
換
確
率
モ
デ
ル
は
、
駐
車
場
料
金
C

と
時
間
差
△
t
の
二
つ
の
パ
ラ
メ
ー
タ
を
考
慮
し
た

四

平
成
一〇
年
度
｢門
真
南
P
&
R
社

会
実
験
｣

1

門
真
南
P
&
R
社
会
実
験
概
要

平
成
九
年
度
に
実
施
し
た
協
力
意
識
ア
ン
ケ
ー
ト

表 3 門真南P & R社会実験概要

項 目 内 容

駐車場場所･規模

織
駅
鱒

南
地穰

鰯
線
隣

地
京

緑
二鞠鰻

纜期
実験期間 平成10年11月 2 日 ~ 11月30日

駐車場利用時間
除を棚

蝋朧豊帥
触

平

6

調査項目
中
,鰤

)
実

-後

(
･
点

前
差

査
施
交

調
実
3

態
(

査

実
査
調

用

調

量

利

識

通

の
意

交

場
者
の

車

用

辺

駐

利

周

0
0
O

を
広
く
市
民
に
啓
発
す
る
と
と
も
に
、
大
都
市
周
辺

に
お
け
る
P
&
R
シ
ス
テ
ム
の
課
題
の
把
握
を
目
的

に
、
通
勤
を
対
象
と
し
て
一
般
市
民
参
加
の
モ
ニ
タ

ー
方
式
に
よ
る
社
会
実
験
を
実
施
し
ま
し
た
。
実
験

場
所
は
、
図
3
に
示
す
よ
う
に
大
阪
市
へ
の
流
入
部

に
位
置
す
る
地
下
鉄
長
堀
鶴
見
緑
地
線
門
真
南
駅
直

上
の
道
路
用
地
を
利
用
し
ま
し
た
。
表
3
に
実
験
概

要
を
示
し
ま
す
。
な
お
、
駐
車
場
管
理
は
、
P
&
R

駐
車
場
の
利
用
時
間
内
は
管
理
員
を
常
駐
さ
せ
、
事

前
に
配
布
し
た
モ
ニ
タ
ー
証
に
よ
り
入
出
庫
の
確
認

を
行
う
方
法
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
モ
ニ
タ
ー
募
集

3 門真南P & R駐車場位置図
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は
、
市
民
の
P
&
R
シ
ス
テ
ム
の
啓
蒙
を
兼
ね
、
各

市
の
広
報
、
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
、
チ
ラ
シ
配
布
(図

4
)、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
新
聞
広
告
な
ど
各
種
メ
デ

ィ
ア
を
用
い
て
行
っ
た
結
果
、
二
二
三
名
の
参
加
希

望
者
を
登
録
し
ま
し
た
。

ま
た
、
実
験
期
間
中
に
、
門
真
市
の
な
み
は
や
ド

ー
ム
内
で
｢都
市
交
通
フ
ォ
ー
ラ
ム
m
か
ど
ま

ど

鱸鬮嶬讓鬮
　　　　　

『概
よ
り
老
く
ら
い
･二
の

　
　
　

富
孔
難
く
蟷
螂
人
も
草
も
懐
迩
。
憊
輻
翅

｢火-クアンドライ謝仲&"｣幻"…

　　　　　　
･ 5 フオーラムパ ンフ レッ ト

な
い
す
ん
ね
ん
大
阪
の
渋
滞
｣
(主
催
･京
阪
地
域
T

D
M
研
究
会
)
を
開
催
し
ま
し
た
(図
5
)。
二
〇
歳

前
後
の
若
い
世
代
か
ら
お
年
寄
り
の
方
ま
で
約
二
〇

0
人
の
参
加
が
あ
り
、
｢車
の
上
手
な
利
用
の
仕
方
を

考
え
よ
う
｣
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
活
発

な
討
議
を
熱
心
に
聞
か
れ
て
い
ま
し
た
。

一
方
、
今
回
の
社
会
実
験
に
対
し
、
新
聞
取
材
及

び
N
H
K
ニ
ュ
ー
ス
で
の
生
放
送
な
ど
マ
ス
コ
ミ
に

も
取
り
上
げ
ら
れ
、
社
会
実
験
及
び
P
&
R
の
取
り

組
み
に
対
し
、
高
い
関
心
が
あ
り
ま
し
た
。

2

利
用
結
果

社
会
実
験
の
結
果
、
参
加
モ
ニ
タ
ー
数
一
二
九
名
、

参
加
延
べ
台
数
九
六
九
台
/
月
、
平
日
平
均
約
五
〇

台
/
日
の
利
用
と
な
り
ま
し
た
。
実
験
状
況
を
写
真
、

実
験
期
間
中
の
利
用
台
数
の
推
移
を
図
6
に
示
し
ま

す
。
参
加
モ
ニ
タ
ー
の
う
ち
、
社
会
実
験
前
の
普
段

の
通
勤
手
段
が
車
利
用
の
人

(以
下
、
車
利
用
者
)

は
、
全
体
の
1
/
3
と
な
り
、
ま
た
勤
務
先
が
大
阪

市
内
の
人
は
九
割
以
上
で
し
た
。
参
加
理
由
と
し
て
、

車
利
用
者
は

｢自
宅
か
ら
駅
ま
で
行
く
の
が
便
利
に

な
る
｣
と
い
っ
た
回
答
が
指
摘
率
四
三
%
と
多
い
結

果
に
対
し
、
電
車
利
用
者
で
は

｢お
も
し
ろ
そ
う
な

企
画
だ
か
ら
｣
と
い
う
興
味
本
位
で
参
加
さ
れ
た
人

が
指
摘
率
四
八
%
と
多
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
今
後
の
P
&
R
シ
ス
テ
ム
の
展
開
方
針
と
し
て
、

大
阪
府
域
へ
の
P
&
R
駐
車
場
整
備
に
対
す
る
賛
否

を
聞
い
た
結
果
、
整
備
に
対
す
る
賛
成

(や
や
賛
成

含
む
)
意
見
の
人
は
、
八
三
%
に
も
上
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
問
題
視
す
る
点
と
し
て
、
｢渋
滞
緩
和
効
果

が
薄
い
の
で
は
な
い
か
｣
、
｢駅
前
に
適
し
た
P
&
R

駐
車
場
を
整
備
す
る
場
所
が
あ
る
の
か
｣
と
い
っ
た

自
由
意
見
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

写真 社会実験状況
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図 6 門真南P & R 駐車場利用台数の推移
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3

利
用
者
メ
リ
ッ
ト
か
ら
み
た
評
価

参
加
者
の
う
ち
、
時
間
的
な
メ
リ
ッ
ト
の
な
い
人

(P
&
R
利
用
で
通
勤
時
間
が
長
く
な
っ
た
人
)
が
、

図
7
に
示
す
よ
う
に
車
利
用
者
で
1
/
3
と
多
く
、

そ
の
理
由
と
し
て
、
｢P
&
R
駐
車
場
ま
で
の
道
路
が

渋
滞
し
て
い
た
｣と
い
う
回
答
が
指
摘
率
六
八
%
(車

利
用
者
、
時
間
的
な
メ
リ
ッ
ト
の
な
い
人
)
と
最
も

高
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
駐
車
料
金
無
料

に
も
関
わ
ら
ず
、経
済
的
な
メ
リ
ッ
ト
の
な
い
人
(P
&

R
利
用
で
通
勤
費
用
が
高
く
な
っ
た
人
)
は
、
図
8

に
示
す
よ
う
に
車
利
用
者
で
1
/
2
と
多
い
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

一
方
、
車
利
用
者
で
、
門
真
南
P
&
R
シ
ス
テ
ム

の
継
続
に
対
し
て
は
、
六
六
%
と
高
い
要
望
が
あ
り

ま
す
が
、
希
望
す
る
駐
車
料
金
は
、
平
均
六
、
八
〇

○
円
/
月
で
あ
り
、
四
千
-
六
千
円
/
月
の
希
望
が

三
六
%
で
最
も
多
く
、
低
料
金
で
の
利
用
意
向
が
高

い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

よ
っ
て
、
今
後
車
利
用
者
の
P
&
R
へ
の
転
換
を

進
め
る
た
め
に
、
P
&
R
を
利
用
す
る
人
へ
の
時
間
･

経
済
的
な
メ
リ
ッ
ト
の
向
上
策

(P
&
R
駐
車
場
周

辺
道
路
交
通
の
円
滑
化
、
公
共
交
通
機
関
等
の
料
金

の
低
減
、
P
&
R
利
用
者
へ
の
通
勤
手
当
支
給
な
ど

の
企
業
側
の
協
力
、
等
々
)
が
重
要
で
す
。

( )内は平均

恒 増えた(3,900円) 園減った(66 00円) □変わらない l

し
し　

　

　

　
-丁

通

道

　

　

0 0 %

車利用者(n=34)

( )内は平均

短編短かくなった(21分)園長くなった(31分)□変わらない!

電車利用者(n二7 5) 13%(15分) 64%(31分)

1

%

%

%

“

第

8 0

態
ノ

%

粉

　

　

%　
　

%

粉

　

　

車利用者(n=32)

電車利用者(n=75)



4

需
要
エ
リ
ア
と
転
換
需
要
の
推
定

実
験
結
果
を
も
と
に
、
門
真
南
P
&
R
駐
車
場
に

お
い
て
P
&
R
へ
の
転
換
が
見
込
め
る
エ
リ
ア

(以

下
、
需
要
エ
リ
ア
)
を
推
定
し
ま
す
。
車
利
用
者
で

は
、
P
&
R
利
用
前
と
利
用
後
の
通
勤
時
間
の
変
化

と
、
門
真
南
P
&
R
駐
車
場
と
利
用
者
の
自
宅
と
の

距
離
の
関
係
か
ら
、
通
勤
時
間
が
長
く
な
っ
た
人
と

短
く
な
っ
た
人
と
の
境
界
が
、
門
真
南
P
&
R
駐
車

至
奈
良

市

r

/

　
　

　

　

　
　

　

　　
　

　

　

　　　　　　　　　　
感

℃＼＼、

＼

＼
＼

凡

-′--‐′‐}′‐‘
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図 9 需要エリア

場
よ
り
ほ
ぼ
五
畑
圏
の
位
置
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一

方
、
電
車
利
用
者
で
は
、
通
勤
時
間
の
変
化
と
自
宅

か
ら
最
寄
り
駅
ま
で
の
距
離
の
関
係
か
ら
、
駅
勢
圏

(駅
か
ら
五
〇
0
m
圏
)
内
の
人
が
通
勤
時
間
が
短

く
な
っ
た
人
は
皆
無
で
す
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
現

状
の
京
阪
地
域
の
交
通
基
盤
で
は
、
需
要
エ
リ
ア
は

図
9
に
示
す
よ
う
に
、
門
真
南
P
&
R
か
ら
京
都
側

約
五
蝿
圏
内
と
小
さ
い
エ
リ
ア
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

表 4 駐車料金別転換需要台数

需要エリア内

出勤車両数
要
麓

所
時

駐車料金 転換率 需要台数

台 分 円 % 台

纖 - 10

5
,
000 既 239

● 郎 203

翻 舒 172

纖 鵜 145

鯏 乾 122

･ “ 102

り
ま
し
た
。

さ
ら
に
需
要
エ
リ
ア
と
協
力
意
識
を
も
と
に
、
門

真
南
P
&
R
駐
車
場
の
転
換
需
要
予
測
を
行
い
ま
す
。

今
回
設
定
し
た
需
要
エ
リ
ア
内
の
人
ロ
約
一
五
万
人

に
対
し
、
対
象
と
な
る
大
阪
市
内
へ
車
出
勤
す
る
車

両
数
は
、
約
一
、
八
〇
〇
台
と
推
定
で
き
ま
す
。
一

方
、
社
会
実
験
結
果
か
ら
、
需
要
エ
リ
ア
内
の
車
利

用
者
で
｢継
続
時
も
利
用
す
る
｣と
答
え
た
人
の
P
&

R
利
用
前
と
利
用
後
の
通
勤
所
要
時
分
差
の
平
均
は

一
〇
分
短
縮
と
な
り
ま
し
た
。
以
上
の
値
を
も
と
に

前
述
し
た
協
力
意
識
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
算
定
し

た
転
換
確
率
式
を
用
い
て
、
門
真
南
P
&
R
の
転
換

需
要
台
数
を
算
定
す
る
と
表
4
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

結
果
と
し
て
、
現
状
の
転
換
協
力
意
識
と
周
辺
の
交

道行セ 99.7 23

.＼/

　

　

　
　　　　　　

　　　　
　　
　
　
　

　
　　　　　　

　
　　
　

　　

.

＼



通
基
盤
で
は
、
一
カ
所
の
P
&
R
駐
車
場
で
数
百
台

規
模
の
需
要
台
数
を
見
込
む
こ
と
は
難
し
い
傾
向
に

あ
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

先

　
　
　

先

南

↓

↓

宅

務

頁
宅
宅

自

動

門
目

自

5

交
通
量
削
減
効
果

◎
◎
⑱
こ

車
利
用
者
の
自
宅
と
P
&
R
駐
車
場
及
び
勤
務
先

の
位
置
関
係
を
図
龍
に
示
し
ま
す
。
車
の
走
行
距
離

を
直
線
距
離
か
ら
算
出
し
、
各
モ
ニ
タ
ー
の
利
用
回

数
か
ら
社
会
実
験
一
カ
月
間
の
走
行
台
キ
ロ
の
削
減

量
と
環
境
改
善
効
果
を
試
算
し
た
結
果
を
表
5
に
示

し
ま
す
。
結
果
と
し
て
社
会
実
験

(
一
カ
月
)
に
よ

り
、
走
行
台
キ
ロ
で
て

五
二
0
m
･
台
、
日
当
た

り
で
六
六
〇
如
･
台
の
削
減
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、

車
利
用
者
の
み
の
削
減
量
は
六
、
五
七
〇
如
･
台
の

削
減
に
上
り
ま
す
が
、
電
車
利
用
者
の
増
分

(五
、

○
五
○
麺
)
に
よ
り
相
殺
さ
れ
、
全
削
減
量
と
し
て

は
小
さ
い
値
と
な
り
ま
し
た
。
よ
っ
て
、
P
&
R
シ

ス
テ
ム
を
実
施
す
る
際
に
は
、
極
力
電
車
利
用
者
の

利
用
を
抑
え
、
車
利
用
者
の
参
加
を
促
す
こ
と
が
重

要
と
い
え
ま
す
。
一
方
、
社
会
実
験
に
よ
る
ガ
ソ
リ

枚方市

がろ鬘
豆
淺

四条畷市

ン
消
費
量
、
鵤
、
朧
の
排
出
量
の
削
減
効
果
に
つ
い

て
試
算
し
た
結
果
は
、
ガ
ソ
リ
ン
で
一
五
二
リ
ッ
ト

ル
(ド
ラ
ム
缶
0
者
ハ本
分
)、
鵤
で
一
0
二
噂
、
戰

年

大

池田市

で
○
･
四
四
鱈
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
仮
に
、
門

真
南
P
&
R
駐
車
場
を
一
〇
〇
人
の
車
利
用
者
が
、

月
に
二
五
回
利
用
し
た
と
し
て
試
算
す
る
と
、
月
当

0 5 10 km

図10 自宅と勤務先の位置関係
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た
り
ガ
ソ
リ
ン
で
五
、

一
〇
〇
リ
ッ
ト
ル

(ド
ラ
ム

缶
二
六
本
分
)、
の
で
三
、
四
0
0
蹴
(成
人
の
呼
吸

に
よ
る
均
排
出
量
の
三
一̂
)人
/
自
分
)、
鳩
で
一
五

蛇
の
削
減
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

五

駅
前
大
規
模
商
業
施
設
P
&
R
社
会

実
験

平
成
一
〇
年
度
の
門
真
南
P
&
R
社
会
実
験
の
結

果
か
ら
、
大
阪
都
市
圏
で
P
&
R
シ
ス
テ
ム
を
推
進

す
る
に
は
、
府
下
全
域
で
広
域
的
、
か
つ
低
料
金
で

一
カ
所
当
た
り
の
容
量
が
小
規
模
な
P
&
R
シ
ス
テ

ム
の
導
入
が
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
と

こ
ろ
が
、大
阪
都
市
圏
で
は
、門
真
南
の
よ
う
な
P
&

R
駐
車
場
と
し
て
利
用
で
き
る
駅
前
の
駐
車
場
所
が

少
な
い
こ
と
や
、
新
た
に
駅
周
辺
の
用
地
を
確
保
し

て
P
&
R
駐
車
場
を
整
備
す
る
こ
と
は
、
多
額
の
費

用
と
時
間
を
要
す
る
と
い
っ
た
問
題
が
あ
り
ま
す
。

一
方
、
駅
前
大
規
模
商
業
施
設
の
既
存
駐
車
場
は
休

日
の
ピ
ー
ク
時
に
も
と
づ
き
計
画
さ
れ
て
お
り
、
平

日
は
空
い
て
い
る
状
態
で
す
。
そ
こ
で
、
大
阪
都
市

圏
で
広
域
的
か
つ
効
率
的
に
P
&
R
整
備
を
行
う
た

め
に
、
駅
前
大
規
模
商
業
施
設
の
平
日
空
き
駐
車
場

を
利
用
し
て
P
&
R
駐
車
場
の
整
備
が
行
え
な
い
か

検
討
し
ま
し
た
。

大
阪
府
内

(市
内
除
く
)
に
お
い
て
、
最
寄
り
駅

よ
り
半
径
四
〇
0
m
以
内
で
駐
車
容
量
二
〇
〇
台
以

上
の
駐
車
場
を
持
つ
大
規
模
商
業
施
設
は
、
図
=
に

示
す
よ
う
に
六
五
店
舗
あ
り
、
約
四
万
二
千
台
の
駐

車
容
量
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
大
規
模
商
業
施
設
の

中
で
、
全
体
容
量
の
六
割
を
有
す
大
手
ス
ー
パ
ー
五

社
に
対
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果
か
ら
、
平
日
の
空
き

駐
車
台
数
は
お
お
よ
そ
三
割
の
約
七
、
五
〇
〇
台
程

度
あ
る
と
推
定
で
き
ま
す
。

平
成
一
一
年
度
は
、
駅
前
大
規
模
商
業
施
設
の
空

き
駐
車
場
を
有
効
利
用
し
、
P
&
R
駐
車
場
と
し
て

整
備
可
能
か
ど
う
か
を
検
証
す
る
た
め
、
大
手
ス
ー

パ
ー
五
社
と
協
力
し
、
大
阪
府
内
で
数
カ
所
の
店
舗

駐
車
場
を
対
象
と
し
て
社
会
実
験
を
行
う
予
定
で
す
。

当
取
り
組
み
に
お
け
る
メ
リ
ッ
ト
を
以
下
に
述
べ

ま
す
。

e
低
費
用
･
短
時
間
で
の
P
&
R
駐
車
場
整
備

…
大

阪
の
よ
う
な
大
都
市
圏
で
市
街
地
が
既
に
形
成
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
駅
前
に
商
業
施
設
駐
車

場
が
多
く
、
効
果
的
で
す
。

e
大
手
ス
ー
パ
ー
と
の
協
力
体
制
･
組
織
化
…
こ
れ

ま
で
商
業
施
設
単
独
で
実
施
し
て
い
る
例
は
あ
り

ま
す
が
、
大
手
ス
ー
パ
ー
と
協
力
体
制
を
構
築
し
、

組
織
的
か
つ
広
域
的
に
P
&
R
を
実
施
す
る
こ
と

に
よ
り
効
果
の
拡
大
が
狙
え
ま
す
。

e
市
民
に
身
近
な
大
手
ス
ー
パ
ー
の
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ

ー
…
市
民
生
活
に
よ
り
身
近
な
大
手
ス
ー
パ
ー
で

P
&
R
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
P
R
効
果
も
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表 5 社会実験による走行台キ口と環境改善効果の試算

通鞆普
走行距離平均(km)往復*1

用

数

利

回

走行台キロ (km ･ 台) 環境改善効果( 1カ月)事2

①自宅 ↓
P & R

↓
先

詫
鱗

② ①自宅 ↓
P & R

↓
先驫② 曜

①
削
②

り

量
当
減

日

削
ン

④
リ

量
が
湖

の
賭

め
鮑

車利用者 7
.
8 28

.
2 322 2

,
500 鰔 鰔 286 657 440 靭

電車利用者 8
.
8 571 5

,
050 - 鰔- 220ー 505- 338- 粥-

計 8
.
5 10

.
2 893 7

,
550 鰔 勤 “ 152 102 饅

* 1)走行距離= 自宅と勤務先の直線距離×1.25 (アンケート未回答者は含んでいない)

(｢鉄道駅における自転車駐車場の規模と配置の計画手法に関する研究｣ 渡辺千賀恵より)

* 2)道路投資の評価に関する指針(案)より、 走行速度20km/時として計算した



大
き
く
、
市
民
へ
の
浸
透
も
大
き
ぃ
と
考
え
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
｢民
間
に
ょ
る
P
&
R
推
進
機
関
｣を
設

六

お
わ
り
に

立
す
る
こ
と
に
よ
り
、
商
業
施
設
駐
車
場
を
容
易
に

P
&
R
駐
車
場
と
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
た
め
、

行
政
側
で
多
額
の
予
算
を
計
上
し
て
P
&
R
駐
車
場

の
整
備
を
せ
ず
と
も
、
民
間
主
導
に
よ
っ
て
P
F
I

的
に
整
備
が
進
む
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
社
会
実
験
が
一
定
の
成
功
を
収
め
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
新
規
に
他
の
商
業
施
設
か
ら
の
参
入
、
ま

た
チ
ェ
ー
ン
店
を
利
用
し
た
組
織
的
な
展
開
も
予
想

さ
れ
、
全
国
的
に
波
及
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

P
&
R
シ
ス
テ
ム
を
実
施
し
て
い
く
上
で
は
、
よ

り
多
く
の
車
利
用
者
に
転
換
し
て
も
ら
う
こ
と
で
効

果
が
倍
増
し
ま
す
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
今
後
、
車

利
用
者
が
効
率
的
な
車
利
用
の
工
夫
が
で
き
る
よ
う

シ
ス
テ
ム
を
広
く
P
R
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。
さ
ら
に
、
大
阪
の
よ
う
に
人
口
が
密
集

し
て
い
る
地
域
で
は
、
一
カ
所
当
た
り
が
小
規
模
で

か
つ
広
域
的
に
P
&
R
駐
車
場
を
整
備
し
、
ま
た
必

要
な
人
に
的
確
な
情
報
を
効
果
的
に
提
供
す
る
こ
と

が
シ
ス
テ
ム
成
功
の
条
件
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

な
お
、
平
成
三

年
度
は
、
平
成
一
〇
年
度
の
実

験
課
題
に
対
し
て
検
討
を
行
い
、
社
会
実
験
に
よ
り

検
証
す
る
予
定
で
す
。
具
体
的
に
は
、
門
真
南
に
お

け
る
社
会
実
験
の
長
期
間
実
施
(六
カ
月
間
)、
な
ら

び
に
駅
前
商
業
施
設
を
利
用
し
た
P
&
R
社
会
実
験

を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
渋
滞
や
環
境
問
題

に
対
応
す
る
た
め
の
P
&
R
シ
ス
テ
ム
の
継
続
的
な

啓
蒙
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
採
算
性
や
料
金
設
定
、

運
営
方
法
な
ど
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
大
都
市
周

辺
に
お
け
る
P
&
R
シ
ス
テ
ム
の
実
現
可
能
性
の
検

鋭

証
を
行
う
と
と
も
に
き
民
間
主
導
に
よ
る
駅
前
既
設

セ行

駐
車
場
を
利
用
し
た
P
&
R
シ
ス
テ
ム
の
実
現
可
能
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性
の
検
証
を
行
う
予
定
と
し
て
い
ま
す
。
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図11 抽出大型商業施設位置図



謡鐙
特
集
/
道
路
交
通
円
滑
化
の
推
進
蓑
嚢
莪
ふ葵
義
藝
婆
&

松
江
市
に
お
け
る

『時
差
通
勤
の
社
会
実
験
』
に
つ
い
て

島
根
県
土
木
部
道
路
建
設
課

一

は
じ
め
に

島
根
県
の
県
庁
所
在
地
で
あ
る
松
江
市
は
、
宍
道

湖
畔
に
佇
む
城
下
町
で
あ
り
、
『水
の
都
』と
言
わ
れ

る
人
口
約
一
五
万
人
の
地
方
都
市
で
す
。
し
か
し
、

市
街
地
中
心
部
が
大
橋
川
に
よ
り
南
北
に
分
断
さ
れ

て
お
り
、
横
断
す
る
橋
も
四
つ
し
か
な
く
、
こ
の
こ

と
が
自
動
車
交
通
に
と
っ
て
大
き
な
障
害
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
橋
南
部
に
国
道
九
号
･
松
江
道
路

が
通
っ
て
い
ま
す
が
、
橋
北
部
に
県
庁
･
市
役
所
な

ど
の
官
公
庁
が
集
中
し
て
い
る
た
め
、
朝
夕
の
交
通

渋
滞
は
慢
性
化
し
て
い
る
状
況
で
す

(図
-
･
2
)。

そ
の
た
め
、
県
･
松
江
市
が
中
心
と
な
っ
て

『時

差
通
勤
の
社
会
実
験
』
を
一
月
下
旬
に
行
っ
て
、
そ

の
効
果
を
検
証
し
ま
し
た
。

県

し

　
　
　

'

rr
-l
/

　　

　
　

　

　

　　　　
　
　

　
　

大

4｢十
!
夢
0

浜
市

0

菅田

　

　

　　
　
　　　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　　

　

　

　
　
　　
　
　
　
　
　

　

　

市
50
引
月
凡
さ
み市
施

;

、

　　

　　

　

図 2 松江市街地部

山ロ県

図 1 島根県位置図
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写真 1 大橘川lで分断されている

松江市街地部(左側が橋北部)

松江市内では、
A M 8 "0 0 ~ A M 8 :3 0力ゞ
もっとも混雑します。
　　　　　　　　　　　　　　

こぼせ、顛讓讓. o

　 　 　　　　　
　

　　　　　　 　 　　　　 　 　 　　 　

ピーク時の 、
交通搬が分散され、 、
･渋滞が緩和されます。
　　　　　　　　　　 　　
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

松江静内の慢性的な交流技薄権利の定め,橇北地区(跛山周辺)
の事窯所を中心に、鞘軸通勤の実験を行います, k
松江南役所と島損膿庁においても、実験に参加しますので、

鑽きんのと理緘とと協力をお願いし底ず簾
市役所･県庁では、選喰期間中.-郵賤員の胎黛時刻をずらし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

鬮麗讓 …
＼
‐

′

告知チラシ

実
験
期
間
は
平
成
三

年
一
月
一
八
日
ー
二
九
日

の
一
〇
日
間
、
実
験
参
加
者
は
官
民
合
わ
せ
て
二
六

事
業
所
の
約
一
、
二
〇
〇
人

(内
マ
イ
カ
ー
通
勤
者

は
約
八
〇
〇
人
)
で
、
県
庁
･
市
役
所
と
も
始
業
時

間
を
四
五
分
ず
ら
し
て
、
8
…
30
1

と
9
"
15
-

の
二
班
に
分
け
て
行
う
と
と
も
に
、
民
間
事
業
所
に

も
参
加
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
時
差
は
概
ね
三
〇
分

-

一
時
間
で
行
わ
れ
ま
し
た

(表
1
)。

調
査
は
、
実
験
中
と
前
後
で
市
内
の
主
要
な
交
差

点
に
お
け
る
渋
滞
状
況
を
観
測
す
る
と
と
も
に
、
実

; も の 間 は 事 の
　 　 　

表 1 実験参加者数

実験参加者
(人)

(内マイカー

通勤者)(人)
通常

始業時間
実験時
始業時間

民間事業所 301 235
8:00

~ 8 :30

8 :00

~ 9 :30

官

公

庁

国及び
各種団体

30 30 8:30 9 :15

県 庁 675 373 8:30 9 :15

市役所 214 171 8:30 9 :15

計 1,220 809

　 　 　　 　　 　
　 　 　 　 　 　

人 三 一 堅 墜　 　 　 　 　
し で 二 験 成 答
て 、 0 参 一
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験
参
加
者
や
市
内
の
事
業
所
に
勤
務
す
る
マ
イ
カ
ー

通
勤
者
な
ど
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま

し
た
。

調
査
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①

人
手
観
測
に
よ
る
調
査

･
調
査
箇
所
!
特
に
変
化
が
現
れ
る
と
期
待
さ

れ
る
市
役
所
･
県
庁
付
近
の
主

要
八
交
差
点

･
調

査

日
i
実
験
前
後
三
日
間

実
験
中
四
日
間

金
ハ道
湖
大
橋
北
詰
交
差
点
は
実
験
前
後
七

日
間
、
実
験
中
一
〇
日
間
)

･
調
査
時
間
!
7
…
の
-
④
…
00

･
調
査
項
目
!
-
○
分
ご
と
の
交
通
量
、
渋
滞

長
、
渋
滞
通
過
時
間

②

県
警
デ
ー
タ
に
よ
る
調
査

･
調
査
箇
所
!
市
内
の
渋
滞
ポ
イ
ン
ト
一
六
交

差
点

･
調

査

日
!
実
験
前
後
三
週
間

実
験
中
一
〇
日
間

･
調
査
時
間
ー
7
"
節
ー
m

"
⑪

･
調
査
項
目
!
各
交
差
点
の
渋
滞
長
別
の
渋
滞

時
間

③

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

実
験
参
加
の
マ
イ
カ
ー
通
勤
者
、
実
験
に
参

加
し
な
か
っ
た
松
江
市
内
に
勤
務
す
る
一
般
マ

イ
カ
ー
通
勤
者
、
バ
ス
･
タ
ク
シ
ー

･
宅
配
便

の
プ
ロ
ド
ラ
イ
バ
ー
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
い
ま
し
た
。

三

実
験
結
果

各
種
調
査
か
ら
次
の
結
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

写真 2 宍道湖大橋付近の朝の渋滞状況
(橋の向こう側が橋北部)

入
手
観
測
に
よ
る
調
査
結
果

o
宍
道
湖
大
橋
北
詰
交
差
点

(北
進
)
(図
3
)

･
渋
滞
の
ピ
ー
ク
が
分
散
さ
れ
、
最
大
渋
滞
通
過

時
間
が
実
験
前
の
七
･
七
分
か
ら
四
･
一
分
に

減
少
し
た
。

･
7
…
即
ー
9

"
00
の

一
つ
の
大
き
な
波
が
二
つ

の
小
さ
な
波
に
分
か
れ
た
。

o
博
物
館
前
交
差
点

(東
進
)
で
、
最
大
渋
滞
通
過

時
間
が
一
○
分
か
ら
五
･
五
分
に
減
少
し
た

(図

4
)0

o
交
融
橋
交
差
点

(北
進
、
南
進
)
で
、
最
大
渋
滞

長
が
一
〇
0
m
以
上
短
く
な
っ
た
。

o
そ
の
他
の
交
差
点
で
も
、
渋
滞
緩
和
の
傾
向
が
現

れ
た
。
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Û

Û
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Û

Q
V
R
)
7
!

□̂

"h)
4
｢
Q
Y
ン̂｣
ず
,

Û
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図 3 宍道湖大橋北詰交差点 (北進) の渋滞通過時間
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三
三
分
/
日
↓
六
分
/
日

9
“50
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“博
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総
学

　
　　
　
　

　
　　
　
　

　　
　　

図 4 博物館前交差点の渋滞通過時間

渋
滞
通
過
時
間
(分
)

2

県
警
デ
ー
タ
に
よ
る
調
査
結
果

･
一
日
当
た
り
の
渋
滞
長
三
〇
0
m
以
上
の
渋
滞

時
間
が
二
割
、
か
つ
一
〇
分
以
上
減
少
し
た
箇

所
は
一
〇
交
差
点

(調
査
交
差
点
の
六
三
%
)

あ

っ
た

(図
5
)
。

･
減
少
幅
が
大
き
か
っ
た
交
差
点
は

①
浜
佐
田
交
差
点

(東
進
)

!
一
時
間
二
六
分
/
日
↓
五
三
分
/
日

(▲
三
三
分
"
三
八
%
)

(▲
二
七
分
…
八
二
%
)

③
博
物
館
前
交
差
点

(東
進
)

･!
四
〇
分
/
日
↓
二
三
分
/
日

(▲
-
七
分
…
四
三
%
)
(図
6
)

･
そ
の
他
調
査
し
た
交
差
点
の
ほ
と
ん
ど
で
渋
滞

時
間
が
減
少
し
た
。

図 5 市街地部交差点における渋滞時間の変化 (県警データ)
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中
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宍
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寵
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図 6 効果の大きい交差点における渋滞時間の変化
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宍
道
湖
大
橋
南
詰
交
差
点

(北
進
)
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3

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
調
査
結
果

e
実
験
参
加
者

(回
答
者
約
八
〇
〇
八
)

①
参
加
者
の
勤
務
地
は
七
六
%
が
橋
北
で
あ
っ
た
。

②
平
均
参
加
率
は
八
一%
で
、
一
日
当
た
り
の
参

加
者
は
約
六
五
〇
人
。

③
八
一
%
の
人
が

『通
勤
時
間
が
短
縮
し
た
』
と

回
答
。
特
に
出
雲
市
･
平
田
市
･
簸
川
郡
在
住

の
遠
距
離
通
勤
者
(通
勤
時
間
五
0
i
八
〇
分
)

は
四
0
%
が
『
一
五
分
以
上
短
縮
』
と
回
答
(図

7
)
。

･分

　

　　　

　

　

　

　　

　図 7 通勤時間の短縮状況 (実験参加者)

　

　
　
　
　
　

　　

　　
　

　
　
　

　　
　　
　　　

　

　

　

　
　

一な　
　
　
　

　

、分
　

　　　　　
　　
　　　

④
八
一%
の
人
が

『今
回
の
実
験
で
問
題
な
か
っ

た
』
と
回
答
。
『問
題
が
あ
っ
た
』
と
回
答
し
た

人
は
一
一
%
で
、
問
題
点
は

『会
議
や
打
ち
合

わ
せ
が
し
づ
ら
く
な
っ
た
』
『帰
宅
時
間
が
遅
く

な
っ
た
』
な
ど
で
あ

っ
た
。

⑤
本
格
的
な
実
施
に
つ
い
て
は

『効
果
が
大
き
い

の
で
導
入
す
べ
き
』
『導
入
す
る
方
向
で
検
討
し

て
ほ
し
い
』
が
七
三
%
。
『導
入
し
な
い
ほ
う
が

よ
い
』
『問
題
が
多
い
』が
三

%
で
あ
っ
た
(図

8
)
0

、

一

　　　

　　

　　　　　
　
　

　　　　　　
　　

…効
の

~溌

、

加図 8 時差通勤の本格実施について (実験参加者)

⑥
自
由
意
見
で
は
『通
勤
の
イ
ラ
イ
ラ
が
減
っ
た
』

『朝
が
ゆ
っ
く
り
で
き
て
良
か
っ
た
』
『対
象
者

3

を
も
っ
と
増
や
す
べ
き
だ
』
な
ど
が
目
立
っ
た
。
7

0
一
般
マ
イ
カ
ー
通
勤
者

喩

(回
答
者
約
一
、
六
〇
〇
人
)

①
実
験
期
間
中
の
通
勤
時
間
の
短
縮
に
つ
い
て
は
、

回
答
者
全
体
で
四
四
%
の
人
が

『短
縮
し
た
』

と
回
答
。
そ
の
う
ち
、
勤
務
地
別
で
は
橋
北
部

が
五
二
%
、
橋
南
部
が
三
六
%

(図
9
)。

②
時
差
通
勤
の
本
格
実
施
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、
『効
果
が
大
き
い
の
で
導
入
す
べ
き
』
『導

入
す
る
方
向
で
検
討
し
て
ほ
し
い
』
が
六
四
%
。

;
′
′‘
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『導
入
し
な
い
ほ
う
が
よ
い
』
『問
題
が
多
い
』

は
一
七
%
で
あ
っ
た

(図
博
)。

③
自
由
意
見
で
は

『効
果
が
あ
っ
た
の
で
是
非
導

入
し
て
ほ
し
い
』
『渋
滞
緩
和
に
効
果
が
あ
っ
た
』

『抜
本
的
な
道
路
整
備
が
必
要
』
な
ど
が
多
か

っ
た

(図
=
)
。

爽駿で終わらせず,是非騨入してほしい。醒叢團総*謡讓讓鸚鰹霞讓議讓讓讓讓讓閨讓讓讓薹讓讓簾議溌讓鸚讓讓讓轉議濃壽讓巽讓讓醸楡讓讓詩“

‘今回の葵掬わ渋湾畿和に効果があった。醸塵撰薑露閾麗團濃讓議題讓鰹麗讓讓薑團灘釀讓讓醸鬮醸擬醗讓園

(時差通勤より)抜本的な遺酪の馨髓が必腰,讓讓露霞圏醸釀講醸讓灘讓讓讓濃讓讓讓霞縛菫讓讓淺

　　　
; 46% 物

図10 時差通勤の本格実施について (マイカー通勤者)
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一問
で
;

‐

交通鰯細く億号の設饉やタイミング)の問題が大乱、鬮釀讓誕釀讓霊鑿圏箋閨讓 醸溌翻

公共交瀰濃脚の利用促進を図る必要がある“釀撥詫讓讓讓讓麗 薹離醸認鬮

参加者(事築所)の拡大が必要,霊鰹鰹璧讓醒讓讓讓讓 螺艘園

時差をもっと大きくすべきである。釀讓襞濃讓讓霊謹霊薑讓讓謹目

自分のルートでは効果がなかった。釀讓轉講讓讓講登謎議讓幾讓讓讓讓

民間企業や市民も含めた理解と協力が必裂‐ 璽璽響

歩行者(学生を含む)や自転車も併せて検討が必要.霞霊園5

図11 時差通勤に対する自由意見 (マイカー通勤者)

の
プ
ロ
ド
ラ
イ
バ
ー

(回
答
者
約
四
〇
〇
人
)

①

『朝
の
混
雑
が
緩
和
さ
れ
た
』
と
回
答
し
た
人

は
六
八
%
。
バ
ス
の
運
転
手
に
限
る
と
八
一
%

が

『緩
和
さ
れ
た
』
と
回
答

(図
掟
)。

②

『夕
方
の
混
雑
が
緩
和
さ
れ
た
』
と
回
答
し
た

人
は
五
二
%
。

③
今
後
の
時
差
通
勤
に
つ
い
て
は

『早
く
導
入
す

べ
き
』
『問
題
点
を
整
理
し
て
導
入
す
べ
き
』が

七
五
%
。
『や
め
る
べ
き
』
『十
分
検
討
す
べ
き
』

は
一
三
%
で
あ
っ
た

(図
博
)。

④
自
由
意
見
で
は

『定
刻
ど
お
り
の
連
行
が
可
能

と
な

っ
た
』
『流
れ
が
ス
ム
ー
ズ
で
あ

っ
た
』
な

ど
今
回
の
実
験
に
対
し
て
肯
定
的
な
意
見
が
多

か
っ
た
。
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、

　　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　　
　



ミ理
べ

囃
す　　

　
図13 時差通勤の本格実施について (プロドライバー)

き
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一分

四

今
回
の
社
会
実
験
に
つ
い
て

今
回
の
実
験
で
は
期
間
、
参
加
者
が
限
ら
れ
て
い

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
よ
う
な
時
差
通
勤
の
効

果
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

①

官
庁
周
辺
部
で
は
明
確
な
効
果
が
出
た
。

②

橋
北
部
の
事
業
所
を
主
な
対
象
と
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
市
街
地
の
広
範
囲
で
効
果
が
見

ら
れ
た
。

③

実
験
参
加
者
、
一
般
マ
イ
カ
ー
通
勤
者
の
体

験
か
ら
も
通
勤
時
間
の
短
縮
効
果
が
あ
っ
た
。

④

一
方
、
『効
果
が
あ
ま
り
な
い
』
『か
え
っ
て

渋
滞
し
た
』
と
い
う
声
も
一
部
に
あ
っ
た
。

今
回
の
実
験
結
果
か
ら
、
松
江
市
の
よ
う
に
一
時

的
に
交
通
が
集
中
し
て
地
理
的
に
も
渋
滞
が
起
き
や

す
い
地
方
都
市
で
は
、
費
用
も
時
間
も
あ
ま
り
か
か

ら
な
い
時
差
通
勤
は
有
効
な
手
法
と
思
わ
れ
ま
す
。

五

お
わ
り
に

今
回
の
実
験
で
は
官
庁
を
中
心
と
し
て
取
り
組
み
、

写真 4 旅情を誘うレトロ調路線バス (松江レイクライン)

事
前
の
P
R
に
努
め
た
た
め
、
大
き
な
苦
情
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
多
く
の
方
か
ら
ア
ン
ケ
ー

ト
の
回
答
を
得
る
な
ど
貴
重
な
デ
ー
タ
を
収
集
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ゆ
と
り
あ
る
地
方
都
市
の
快
適
な
暮
ら
し
を
確
保

す
る
た
め
に
は
、
行
政
が
先
導
的
な
役
割
を
果
た
す

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
後
は
、
時
差
通
勤
の

本
格
的
な
導
入
に
向
け
て
、
よ
り
深
い
問
題
点
の
把

握
と
地
域
住
民
の
よ
り
一
層
の
理
解
が
必
要
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
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は
じ
め
に

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
は
、
毎
年
八
月
一
日
か
ら

八
月
三
一
日
ま
で
の
一
箇
月
間
、
各
道
路
管
理
者
、

関
係
省
庁
及
び
各
協
賛
団
体
の
ご
尽
力
、
地
域
住
民

及
び
道
路
利
用
者
の
方
々
の
参
加
、
協
力
を
得
て
全

国
各
地
で
各
種
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
期
間
中
、
交
通
安
全
施
設
等
の
点
検
と
整
備
、

道
路
の
正
し
い
利
用
の
指
導
、
道
路
愛
護
思
想
の
普

及
の
ほ
か
広
報
活
動
を
展
開
し
、
好
評
を
博
し
て
い

ま
す
。

二

制
定
の
経
緯

国
民
共
有
の
財
産
で
あ
る
道
路
は
、
昭
和
二
〇
年

代
後
半
か
ら
道
路
交
通
需
要
の
増
大
に
対
応
す
る
た

め
整
備
が
図
ら
れ
、
昭
和
二
九
年
度
の
第
1
次
道
路

整
備
五
箇
年
計
画
の
発
足
を
契
機
に
本
格
化
し
、
国

民
の
日
常
生
活
や
経
済
活
動
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
三
〇
年
代
に
入
る
と
、道
路
に
対
す
る
意
義
･

整
備
の
重
要
性
･
道
路
の
持
つ
機
能
の
大
切
さ
等
に

対
す
る
国
民
の
関
心
が
高
ま
り
、
道
路
愛
護
思
想
の

普
及
の
必
要
性
が
見
直
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
各
道
路
管
理
者
、
関
係
省
庁
、
関
係

諸
団
体
の
理
解
と
協
力
を
得
て
、
安
全
で
快
適
な
道

路
環
境
を
保
持
す
る
た
め
、
交
通
安
全
施
設
等
の
点

検
と
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
道
路
の
正
し
い

利
用
の
啓
発
と
道
路
を
愛
護
す
る
気
運
を
社
会
的
に

高
め
る
と
い
う
観
点
か
ら

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣

を
制
定
し
、
第
2
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
の
初
年

度
で
あ
る
昭
和
三
三
年
に
第
一
回
目
を
開
始
、
本
年

で
第
四
二
回
目
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
三
九
年
度

(第
七
回
)
ま
で
は
、
国
土
建
設

週
間
の
七
月
一
〇
日
か
ら
七
月
一
六
日
に
合
わ
せ
て
、

七
月
一
〇
日
か
ら
八
月
九
日
ま
で
の
一
箇
月
間
実
施

し
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
四
〇
年
度

(第
八
回
)
か

ら
は
、
生
徒
及
び
児
童
に
も
こ
の
月
間
の
諸
活
動
に

参
加
し
て
も
ら
い
、
道
路
愛
護
の
精
神
を
よ
り
一
層

培
っ
て
も
ら
う
な
ど
、
国
民
一
人
一
人
の
参
加
、
協

力
を
得
る
た
め
に
、
比
較
的
参
加
の
機
会
の
得
や
す

い
、
夏
休
み
期
間
中
の
八
月
一
日
か
ら
八
月
三
一
日

に
な
り
ま
し
た
。

本
年
も
八
月
一
日

(日
)
か
ら
八
月
三
一
日

(火
)

ま
で
の
一
箇
月
間
を

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
と
し

て
、
関
係
省
庁
や
関
係
団
体
等
の
協
力
を
得
て
建
設

省
を
は
じ
め
各
道
路
管
理
者
の
主
催
に
よ
る
各
種
の

運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

三

趣
旨
･
目
的

道
路
を
安
全
で
快
適
な
も
の
と
し
て
保
つ
た
め
に

は
、
道
路
管
理
者
の
日
常
の
努
力
は
勿
論
の
こ
と
、

国
民
一
人
一
人
が
道
路
愛
護
に
対
す
る
認
識
を
持
ち
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行
動
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
よ
う
な
趣
旨
か
ら
、
道
路
管
理
者
及
び
関
係

機
関
は
、
こ
の
月
間
に
お
い
て
、
国
民
の
道
路
に
対

す
る
理
解
と
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
道
路
の
正
し

い
利
用
の
認
識
と
道
路
愛
護
思
想
の
普
及
に
つ
い
て
、

地
域
の
実
情
に
即
し
た
課
題
を
設
定
し
、
道
路
を
利

用
す
る
方
々
の
意
識
に
呼
び
か
け
る
運
動
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
道
路
利
用
者
の
視
点
か
ら
、
交
通
安
全

施
設
等
の
点
検
と
必
要
な
整
備
を
積
極
的
に
実
施
し
、

安
全
で
快
適
な
道
路
環
境
の
保
持
に
努
め
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

四

内

容

建
設
省
、
都
道
府
県
な
ど
の
各
道
路
管
理
者
は
、

こ
の
月
間
に
お
い
て
道
路
環
境
を
良
好
に
保
持
す
る

た
め
、

ゆ

道
路
環
境
の
点
検
と
整
備

②

道
路
の
正
し
い
利
用
と
指
導

③

道
路
愛
護
思
想
の
普
及

@

広
報
活
動
の
推
進

の
四
つ
を
重
点
と
し
て
、
関
係
省
庁
、
関
係
団
体
等

の
協
力
を
得
て
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。の

道
路
環
境
の
点
検
と
整
備

道
路
、
特
に
歩
道
が
置
き
看
板
や
商
品
、
日
除
け

な
ど
に
よ
り
不
法
に
占
用
さ
れ
、
通
行
の
障
害
、
道

路
環
境
の
悪
化
を
き
た
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
そ

う
い
っ
た
不
法
占
用
物
件
に
対
す
る
道
路
を
利
用
す

る
方
々
か
ら
の
撤
去
等
の
要
望
が
強
い
こ
と
か
ら
、

商
店
街
な
ど
の
歩
行
者
、
自
転
車
利
用
者
の
多
い
地

域
、
小
学
校
並
び
に
高
齢
者
、
障
害
者
の
利
用
す
る

機
会
の
多
い
施
設
を
中
心
と
し
た
地
域
で
道
路
管
理

者
自
ら
車
椅
子
に
乗
る
な
ど
道
路
を
利
用
す
る
方
々

の
立
場
に
立
っ
て
不
法
占
用
物
件
の
点
検
を
行
い
、

道
路
の
不
適
正
な
使
用
の
是
正
に
努
め
る
と
と
も
に
、

正
し
い
利
用
方
法
に
つ
い
て
広
く
呼
び
か
け
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
駅
周
辺
や
市
街
地
等
に
お

け
る
大
量
の
放
置
自
転
車
等
に
つ
い
て
も
、
条
例
等

に
基
づ
き
関
係
機
関
と
の
協
力
に
よ
り
対
処
し
、
安

全
な
歩
行
空
間
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

既
存
の
交
通
安
全
施
設
等
に
つ
い
て
は
、
合
理
的

か
つ
効
果
的
に
設
置
さ
れ
、
交
通
事
故
の
防
止
と
円

滑
な
通
行
の
確
保
の
た
め
に
そ
の
役
割
を
十
分
果
た

し
て
い
る
か
等
を
、
道
路
を
利
用
↑す
る
方
々
の
立
場

に
立
っ
て
点
検
し
、
必
要
な
改
善
に
努
め
ま
す
。

特
に
、
歩
道
に
つ
い
て
は
、
段
差
、
傾
斜
、
勾
配

等
の
改
善
及
び
除
草
を
実
施
し
、
平
坦
性
･
快
適
性

の
確
保
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
季
節
が
ら
街
路
樹
の

枝
葉
の
伸
張
に
よ
り
道
路
標
識
等
の
視
認
性
が
悪
く

な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、
枝
葉
の

伐
採
等
に
よ
っ
て
安
全
に
通
行
で
き
る
道
路
環
境
の

確
保
に
努
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
道
路
上
の
各
種
工
事
に
つ
い
て
、
道
路

パ
ト
ロ
ー
ル
等
の
際
に
表
示
施
設
等
の
安
全
管
理
措

置
を
点
検
し
、
不
備
等
が
あ
れ
ば
必
要
な
措
置
を
講

じ
る
よ
う
工
事
施
工
者
等
を
指
導
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

②

道
路
の
正
し
い
利
用
と
指
導

道
路
利
用
者
に
対
し
て
は
、
大
型
車
両
等
に
よ
る

交
通
事
故
の
防
止
、
道
路
構
造
の
保
全
を
図
る
た
め
、

法
令
に
違
反
し
て
い
る
車
両
の
指
導
取
締
り
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
積
載
物
の
落
下
防
止
措
置
に
つ
い

て
指
導
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
道
路
に
空
き
缶
、
た
ば
こ
等
の
ゴ
ミ
を
捨

て
な
い
よ
う
、
道
路
を
利
用
す
る
際
の
マ
ナ
ー
に
つ

い
て
、
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
を
活
用
す
る
な
ど
し
て
、

そ
の
認
識
を
高
め
て
い
た
だ
く
よ
う
啓
発
活
動
を
実

施
し
ま
す
。

地
域
住
民
に
対
し
て
は
、
商
品
の
荷
捌
き
、
路
上

作
業
等
に
よ
る
道
路
の
不
適
正
な
使
用
の
是
正
に
つ

い
て
、
町
内
会
等
を
通
じ
て
指
導
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

③

道
路
愛
護
思
想
の
普
及

道
路
の
正
し
い
利
用
に
つ
い
て
、
地
域
住
民
の
参

加
･
協
力
を
お
願
い
し
て
、
道
路
清
掃
美
化
運
動
や

道
路
愛
護
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

@

広
報
活
動
の
推
進
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｢道
路
は
国
民
共
有
の
、
つ
ま
り
あ
な
た
の
財
産
、

常
に
広
く
、
美
し
く
、
安
全
に
｣
を
基
本
テ
ー
マ
と

し
、
講
演
会
、
展
示
会
、
一
日
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
等

の
行
事
、
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
、
チ
ラ
シ
の
配
布
等
各

地
の
実
情
に
即
し
た
効
果
的
な
広
報
活
動
を
推
進
し

ま
す
。

五

推
進
標
語

総

道
路
は
、
あ
ま
り
に
も
身
近
で
あ
る
た
め
に
そ
の

製

重
要
性
が
見
過
ご
さ
れ
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
明
日

を
目
指
し
た
道
路
づ
く
り
、
円
滑
な
道
路
整
備
や
道

路
維
持
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
国
民
の
理
解
と
協

力
が
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
道
路
管
理
者
の
み
な
ら
ず
道
路
利
用

者
の
方
々
に
、
国
民
共
有
の
財
産
で
あ
る
道
路
を
安

全
で
快
適
な
も
の
と
し
て
維
持
し
、
子
孫
に
受
け
継

〕

い
で
い
く
と
い
う
認
識
に
た
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
黛

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
推
進
標
語
を
広
く
一
般
か

鱸

ら
募
集
し
、
改
め
て
道
路
の
重
要
性
に
っ
い
て
、
多

熱

く
の
方
々
に
関
心
と
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
と
と

蝨

も
に
、
道
路
愛
護
思
想
の
普
及
と
高
揚
を
図
る
こ
と

滌

と
し
ま
し
た
。

推
進
標
語
は
、
｢道
路
は
国
民
共
有
の
、
っ
ま
り
あ

畿

な
た
の
財
産
･

常
に
広
く
･

美
し
く
･

安
全
に
｣
を

饑

テ
ー
マ
に
･

全
国
の
各
道
路
管
理
者
の
関
係
事
務
所
、
讓

高
速
道
路
の
サ
i
ビ
ス
エ
リ
ア
･
パ
!
キ
ン
グ
エ
リ

受

ミ
ント
k

　
　
　

　　
　　

た
軽
蒋

最終審査会の模様 写真(上)左は
浅井 ｢道の日｣ 実行委員会会長
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ア
、
｢道
の
駅
｣、
自
治
体
の
道
路
維
持
担
当
部
署
及

び
そ
の
関
係
事
務
所
等
で
応
募
用
チ
ラ
シ
を
配
布
す

る
他
、
今
年
度
か
ら
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
募
集

も
開
始
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
昨
年
の
四
、
九
二

六
点
を
上
回
り
、
五
、
二
二
三
点
も
の
作
品
が
応
募

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
、
予
備
審
査
を
経
て
五

月
二
七
日

(木
)
に
最
終
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
終
審
査
は
、
浅
井
新
一
郎
氏
(｢道
の
日
｣
実
行

委
員
会
会
長
)、
陣
内
貴
美
子
氏
(元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
)、
杉
浦
日
向
子
氏
(江
戸
風
俗

研
究
家
)、
山
田
美
保
子
氏

(放
送
作
家
･
コ
ラ
ム
ニ

ス
ト
)、
渡
辺
文
雄
氏

(俳
優
)
の
五
名
の
審
査
員
に

よ
り
行
わ
れ
、
最
優
秀
作
一
点
、
優
秀
作
五
点
を
選

定
し
ま
し
た
。

選
ば
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
標
語
は
、
｢道
路
を
ま
も
る

月
間
｣
期
間
中
に
道
路
情
報
板
、
垂
れ
幕
等
で
本
月

間
の
推
進
に
活
用
す
る
ほ
か
、
機
関
誌
等
に
も
掲
載

さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
入
賞
者
に
は
、
八
月
七
日

(土
)
に
東
京

都
目
黒
区
の
恵
比
寿
ガ
ー
デ
ン
プ
レ
イ
ス
で
行
わ
れ

る
本
月
間
の
関
連
行
事

｢道
の
日
｣
中
央
行
事
に
お

い
て
、主
催
者
か
ら
最
優
秀
作
品
に
建
設
大
臣
賞
(賞

状
)、
優
秀
作
品
に
道
路
局
長
賞

(賞
状
)
及
び
副
賞

と
し
て
楯
を
授
与
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

平
成
三

年
度
の
入
選
さ
れ
た
方
々
と
作
品
は
次

の
通
り
、

0
最
優
秀
賞
/
建
設
大
臣
賞

い
い
道
を

歩
け
ば
軽
い

靴
の
音

山
口
県
宇
部
市

柿
本

敏
雄
さ
ん

○
優
秀
賞
/
道
路
局
長
費

さ
わ
や
か
な

風
と
笑
顔
の
出
合
う
道

新
潟
県
刈
羽
郡

大
野

猶
一
さ
ん

暮
ら
し
よ
い

国
も
地
方
も
道
路
か
ら

鳥
取
県
岩
美
郡

谷
ロ

定
彦
さ
ん

道
と
人

守
り
守
ら
れ

共
に
生
き

千
葉
県
千
葉
市

青
田

里
砂
さ
ん

み
ち

住
む
人
の

心
が
伝
わ
る

き
れ
い
な
道
路

長
野
県
諏
訪
郡

藤
森

の
り
さ
ん

こ
の
道
を

我
が
道
と
思
う

心
が
け

大
阪
府
守
ロ
市

河
井

一
晃
さ
ん

六

表

彰

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
に
お
け
る
建
設
大
臣
表
彰

は
、
道
路
交
通
の
安
全
確
保
、
道
路
の
正
し
い
利
用
、

道
路
愛
護
等
に
関
し
て
永
年
に
わ
た
り
取
り
組
み
、

そ
の
功
績
が
顕
著
で
あ
っ
た
団
体
ま
た
は
個
人
を
表

彰
し
て
い
ま
す
。

昭
和
三
三
年
の

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
開
始
当

初
は
、
道
路
の
美
化
清
掃
等
に
努
め
、
地
域
社
会
に

奉
仕
す
る
と
と
も
に
道
路
に
対
す
る
理
解
を
深
め
た

民
間
の
団
体
ま
た
は
個
人
を
表
彰
し
て
い
ま
し
た
が
、

昭
和
五
三
年

(第
二
一
回
)
か
ら
は
、
さ
ら
に
道
路

情
報
の
通
報
や
冬
期
の
除
雪
作
業
等
に
つ
い
て
積
極

的
に
協
力
し
、
道
路
交
通
の
安
全
確
保
の
た
め
に
永

年
活
動
す
る
ほ
か
、
不
法
占
用
物
件
や
不
法
駐
輪
の

排
除
に
つ
い
て
積
極
的
に
取
り
組
み
、
そ
の
功
績
が

顕
著
で
あ
っ
た
民
間
の
団
体
ま
た
は
個
人
に
対
し
て

も
表
彰
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
に
お
い
て
は
、
四
七

団
体
及
び
二
二
個
人
に
対
し
、
感
謝
状
に
副
賞
を
添

え
て
表
彰
し
ま
す
。

七

お
わ
り
に

道
路
の
果
た
す
役
割
が
今
後
ま
す
ま
す
重
要
視
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
道
路
の
維
持
管
理
の
必
要
性
を
、

道
路
管
理
者
の
み
な
ら
ず
、
国
民
の
皆
さ
ん
に
も
よ

り
一
層
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
｢道
路
｣を
安
全
で

快
適
な

｢み
ち
｣
と
し
て
、
私
た
ち
の
子
孫
に
引
き

継
い
で
い
く
た
め
に
も
ま
も
っ
て
い
き
た
い
も
の
で

す
。
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｢道
の
日
｣
の
制
定
経
緯
と
趣
旨

道
路
は
、
国
民
経
済
を
支
え
、
国
民
生
活
を
維
持

す
る
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
基
本
的
施
設
で

す
が
、
あ
ま
り
に
身
近
な
存
在
で
あ
る
た
め
に
、
そ

の
重
要
性
が
見
過
ご
さ
れ
が
ち
で
す
。
一
方
、
明
日

を
目
指
し
た
道
路
づ
く
り
、
円
滑
な
道
路
整
備
･
道

路
管
理
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
国
民
の
理
解
と
協

力
が
必
要
で
す
。

昭
和
五
七
年
三
月
五
日
の
道
路
審
議
会
の
建
議
に

お
い
て
、｢今
後
の
道
路
整
備
を
推
進
す
る
に
あ
た
っ

て
は
国
民
の
理
解
と
協
力
が
そ
の
前
提
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
は
、
!
ー

"
道
の
日
“
を
定
め
る
な
ど
道

路
に
関
す
る
国
民
の
関
心
を
高
め
る
努
力
が
必
要
で

あ
る
。｣と
の
指
摘
が
な
さ
れ
、
ま
た
、
昭
和
六
一
年

一
月
二
八
日
に
は
、
全
国
道
路
利
用
者
会
議
か
ら
、

｢明
日
を
目
指
し
た
道
路
づ
く
り
･
円
滑
な
道
路
整

備
･
道
路
管
理
を
推
進
し
、
道
路
財
源
の
確
保
等
を

図
る
た
め
に
は
、
国
民
の
理
解
と
協
力
が
そ
の
前
提

で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
"道

の
日
“を
設
け
、
あ
ら
た

め
て
道
の
意
義
･
重
要
性
に
対
す
る
国
民
の
関
心
と

道
路
愛
護
の
精
神
を
高
め
る
こ
と
を
目
指
し
た
日
と

す
る
。｣
と
の
提
言
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
受
け
て
、
建
設
省
で
は

｢道
の
日
｣
の

制
定
に
向
け
検
討
を
続
け
、
昭
和
六
一
年
度
か
ら
八

月
一
〇
日
を

｢道
の
日
｣
と
し
、
道
路
の
意
義
･
重

要
性
に
対
す
る
国
民
の
関
心
と
道
路
愛
護
の
精
神
を

高
め
る
た
め
、
国
民
的
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
と
し

た
も
の
で
す
。

な
お
、
八
月

一
〇
日
を

｢道
の
日
｣
と
し
た
の
は
、

①
大
正
九
年
八
月
一
〇
日
に
わ
が
国
で
最
初
の
道
路

整
備
に
つ
い
て
の
長
期
計
画
で
あ
る
第
1
次
道
路
改

良
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
、
②
広
く
一
般
国
民

に
定
着
し
て
い
る
｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
(八
月
一

日
ー
八
月
三
一
日
)
の
期
間
中
で
あ
る
こ
と
な
ど
に

よ
り
ま
す
。

｢道
の
日
｣
の
運
動

建
設
省
は
、
地
方
公
共
団
体
、
関
係
公
団
、
関
係

団
体
等
に
幅
広
く

｢道
の
日
｣
の
運
動
へ
の
参
加
を

呼
び
か
け
、
建
設
省
を
中
心
と
し
て
、
各
機
関
･
団

体
等
は
、
関
係
省
庁
の
協
力
を
得
つ
つ
相
互
に
連
携

し
、
毎
年
全
国
各
地
で
パ
レ
ー
ド
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

道
路
清
掃
な
ど
道
に
ち
な
ん
だ
各
種
行
事
及
び
活
動

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

｢道
の
日
｣
中
央
行
事

｢道
の
日
｣
の
制
定
に
つ
い
て
の
建
設
省
事
務
次
官

通
達
を
受
け
て
、
そ
の
趣
旨
に
賛
同
し
た
関
係
団
体

に
よ
り
｢道
の
日
｣
実
行
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
｢道

の
日
｣
中
央
行
事
の
実
施
等
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

平
成
一
〇
年
度
ま
で
の

｢道
の
日
｣
中
央
行
事
の
主
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本
年
度
で
一
四
回
目
を
迎
え
る
中
央
行
事
は
、
道

路
に
関
す
る
施
設
を
見
学
す
る

｢道
の
こ
ど
も
親
善

大
使
｣施
設
見
学
会
、
都
内
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
(恵

路

　　　　
な
活
動
内
容
は
表
の
と
お
り
で
す

(敬
称
略
)。

範
毒

事

ま
た
、
今
年
度
は
ラ
ジ
オ
局
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
や

屋
外
文
字
広
告
の
活
用
等
に
よ
り
、
行
事
参
加
者
以

外
の
方
に
も
広
く

｢道
の
日
｣
の
普
及
･
啓
発
を
図

比
寿
ガ
ー
デ
ン
プ
レ
イ
ス
)
に
お
い
て
子
供
か
ら
大

人
ま
で
楽
し
め
る
｢道
の
日
｣
ラ
イ
ブ
ス
テ
ー
ジ
(屋

内
)
及
び

｢道
の
日
｣
特
設
ス
テ
ー
ジ

(屋
外
)
を

実 内 人 比
施 ) ま 寿
し 及 で ガ
ま び 楽 l
す し デ

｢道の日｣ 中央行事の主な活動

昭和61年 ｢道の日｣ 制定記念式典、 パレード (銀座中央通り)

｢日本の道100選｣ (第 1期 :中央区中央通り他52道) の顕彰

62年 ｢道の日｣ テーマソングの作詞募集 (封とまには…道で｣ に決定)

｢日本の道100選｣ (第 2期 :江東区ほか湾岸道路他50道) の顕彰

63年 ｢道の日｣ キャンペーンキャラクターの愛称決定 (こっちだヨウ平)

平成元年 周遊ドライブコース企画コンテスト (沖縄西海岸周遊コース他蛇コースが入賞)

2年 ｢道の日｣ 記念式典 (｢夢ロード21｣ 表彰式、 ｢道の日｣ の歌コンサート等)

3年 ｢道の日｣ イベント ｢ヨウ平ランド｣ (各県の協力による物産展等)

4年 ｢道の日｣ イベント ｢ヨウ平ランド｣ の開催及び ｢道の日｣ 記念シンポジウム

5年 ｢道の日｣ イベント ｢感 ･道フェア'93｣

(各県の協力による物産展や郷土芸能披露、 酒井法子コンサート等)

6年 ｢道の日｣ イベント ｢感 ･道ランド'94｣

(各県の協力による物産展や郷土芸能披露、 貴島サリオコンサート等)

｢くらしにかかる橋｣ フォト& エッセイ ･コンテストの実施

｢道の日｣ O N E D A Y SP E C IA L S T A T IO N

(文化放送一日 ｢道の日｣ 特集の展開)

7年 ｢道の日｣ まつり'95

(各県の協力による物産展や郷土芸能披露、 かとうれいこコンサート等)

｢こっちだョウ平の道路はじめて物語｣ ビデオの作成

｢道の日｣ B O O K の作成 (趣旨や道路整備の歴史等をまとめたパンフレット)

8年 ｢道の日｣ ロード ･ジャンボリー

(春日通り、 本郷通り等でのロードウオーク、 上野公園での道路パネル展等)

｢道の日｣ 新シンボルマークの制定

9年 ｢道の日｣ ロードパーク

(ミニトークショー、 音楽バンドライブ、 アンパンマンショー、 クイズアベニュ
ー、 パネル展、 大道芸等)

東京湾アクアライン ｢道の日｣ 親子ウォーク

lo年 ｢道のこども親善大使｣ 見学会 (多摩都市モノレール、 麻布共同溝、 首都高管制

センター、 親善隊長 :間寛平)

｢道の日｣ ライブステージ (ライブトーク、 ｢道のこども親善大使｣任命式、 スペ

シャルコンサート、 ゲスト :間寛平、 清水ミチコ、 司会 :雨宮塔子)

◎
備 ‐ ‐ 競 ー

｢道
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こ
ど
も
親
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大
使
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学
会
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催
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14 12 11 10 9

00 30 35 30 要考

…
親
善
隊
長
と
し
て
ダ
チ
ョ
ウ
倶
楽
部

が 親 流
同 善 )
行 隊

　
海 恵
は 比
た 寿
る 力"

　　 　
　 　　

う多。
クゞ し

　　
　　
学

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

の
開
催
日
"
平
成
一
一
年
八
月
七
日

(土
)

◎
主

催
…
｢道
の
日
｣
実
行
委
員
会

◎
後

援
…
建
設
省
、
警
察
庁
、
総
務
庁
、
運
輸
省
、

日
本
道
路
公
団
、
首
都
高
速
道
路
公
団
、

阪
神
高
速
道
路
公
団
、
本
州
四
国
連
絡

橋
公
団
、
全
国
知
事
会
、
全
国
市
長
会
、

全
国
町
村
会

(予
定
)
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2

｢道
の
日
｣
ラ
イ
ブ
ス
テ
ー
ジ

◎
開
催
時
間
…
14
…
飼
ー
崎
…
50

(開
場
聡
"
即
)

(予
定
)

◎
場

所
…
恵
比
寿
ガ
!
デ
ン
プ
レ
イ
ス
内
ガ
ー

デ
ン
ホ
ー
ル

｢道のこども親善大使｣ 見学施設 :海ほたるパーキングエリア (写真提供 ･JH )

◎
概

要
…

･
M
…
"

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

･
14
…
第

｢道
の
日
｣
セ
レ
モ
ニ
ー

(主
催
者

代
表
挨
拶
、
来
賓
の
紹
介
)

･
M
…
"

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
推
進
標
語

表
彰
式

･
14
…
第

｢道
の
日
｣
ス
ペ
シ
ャ
ル
ス
テ
ー
ジ

･
｢道
の
こ
ど
も
親
善
大
使
｣
施
設
見
学

報
告
会

･
ダ
チ
ョ
ウ
倶
楽
部
、
清
水
ア
キ
ラ
氏

に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

･
清
水
ア
キ
ラ
氏
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト

･
15
…
茄

抽
選
会

(来
場
者
に
タ
レ
ン
ト
グ
ッ

ズ
等
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
)

･
お
…
即

終
了

◎
備

考

…
司
会
は
フ
ジ
テ
レ
ビ
菊
間
千
乃
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー

3

｢道
の
日
｣
特
設
ス
テ
ー
ジ

の
開
催
時
間
…
n
…
"
-
施
…
50

(予
定
)

◎
場

所
…
恵
比
寿
ガ
ー
デ
ン
プ
レ
イ
ス
内
セ
ン

タ
ー
広
場

◎
概

要
…

‐

･
n
…
"

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

(｢道
｣
に
関
す
る
V

T
R
放
映
等
)

･
12

"
⑭

｢道
｣
ス
テ
ー
ジ

(ゲ
ス
ト
…
清
水

ア
キ
ラ
氏
)

･
｢道
の
日
｣
ト
ー
ク

･
道
路
技
術
の
紹
介

･
｢道
の
日
｣
ク
イ
ズ

･
大
道
芸
人
シ
ョ
ー

等

(
･
12
…
即
i
文
化
放
送
生
中
継
)

･
14

"
"

｢道
の
日
｣
ラ
イ
ブ
ス
テ
ー
ジ
映
像

生
中
継

(上
記
2
ラ
イ
ブ
ス
テ
ー
ジ

の
模
様
を
モ
ニ
タ
ー
に
て
放
映
)

･
お
…
即

終
了

◎
備

考

…

①
刃
o
P
A
の
o
語
り
ク
エ
ス
ト

…
来
場
者
か
ら
｢道
｣

に
関
す
る
曲
を
募
集
。
リ
ク
エ
ス
ト
曲
は
文
化

放
送
の
番
組
内
で
随
時
紹
介

②

｢道
の
日
｣
を
国
民
の
祝
日
と
す
る
た
め
の
署

名
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

数
御
8月10日はr道の日』



兵庫県土木部道路補修課

こころ豊かな兵庫の道を
そだてるもま

一
は
じ
め
に

本
県
は
、
本
州
両
端
の
青
森
県
、
山
口
県
を
除
き
、

唯
一
日
本
海
と
太
平
洋
･
瀬
戸
内
海
に
面
し
、
大
都

市
か
ら
過
疎
、
離
島
地
域
ま
で
多
様
な
地
域
が
存
在

す
る
こ
と
か
ら
、
日
本
の
縮
図
と
も
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
摂
津
、
播
磨
、
但
馬
、
丹
波
、
淡
路
と
い
う
特

色
あ
る
五
つ
の
地
域
か
ら
構
成
さ
れ
、
神
戸
の
異
人

館
、
宝
塚
歌
劇
、
甲
子
園
球
場
、
世
界
文
化
遺
産
｢姫

路
城
｣、
“元
禄
綜
乱
“
の
舞
台
で
あ
る
赤
穂
、
世
界

最
長
の
吊
り
橋

｢明
石
海
峡
大
橋
｣
等
、
皆
さ
ん
に

も
な
じ
み
の
深
い
地
域
や
施
設
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。さ

て
、
本
県
で
は
、
平
成
七
年
一
月
一
七
日
未
曾

有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
阪
神
･
淡
路
大
震
災
か
ら

の
本
格
的
な
復
興
を
推
進
し
つ
つ
、
｢
こ
こ
ろ
豊
か
な

ひ
ょ
う
ご
｣
の
形
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

土
木
部
で
は
、
県
土
を
豊
か
に
す
る
社
会
資
本
を

｢
つ
く
り
、
そ
だ
て
、
ま
も

っ
て
い
く
｣
こ
と
を
基

本
に
、
ひ
ょ
う
ご
の
魅
力
を
高
め
る

『県
土
を
創

る
』
、
豊
か
さ
が
実
感
で
き
る

『県
土
を
育
て
る
』
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

『県
土
を
守
る
』
を
三
本
柱
と

し
て
、
積
極
的
に
施
策
展
開
を
し
て
い
ま
す
。

と
り
わ
け
、
道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、
県
土
の
骨

格
を
形
成
し
、
県
全
体
の
発
展
基
盤
と
な
る
高
速
道

六
基
幹
軸
の
重
点
的
な
整
備
の
推
進
を
は
じ
め
、
国

道
、
県
道
の
整
備
促
進
や
過
疎
、
山
村
地
域
の
振
興

の
た
め
の
基
幹
市
町
道
の
県
代
行
に
よ
る
整
備
等
を

進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
道
路
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
道
路
緑

化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
明
石
海
峡
大
橋
の
架
か
る

淡
路
島
で
来
年
三
月
よ
り
開
会
す
る
淡
路
花
博

『ジ

ャ
パ
ン
フ
ロ
ー
ラ
2
0
0
0
』
に
合
わ
せ
て
あ
わ
じ

花
回
廊
づ
く
り
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
交

通
安
全
施
設
の
整
備
を
推
進
し
、
道
路
情
報
提
供
装

置
の
設
置
を
進
め
て
い
ま
す
。
一
方
、
快
適
で
安
全

な
歩
行
空
間
へ
の
改
善
と
し
て
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
、高
齢
者
等
に
配
慮
し
た
歩
道
の
広
幅
員
化
･

フ
ラ
ッ
ト
化
等
歩
行
空
間
の
改
善
に
努
め
、
だ
れ
も

が
安
全
で
、
安
心
し
て
、
快
適
に
利
用
で
き
る
道
路

の
整
備
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

三

本
県
の
道
路
現
況
等

0

本
県
の
交
通
等
の
現
況

県
下
の
自
動
車
保
有
台
数
は
年
々
増
加
し
、
平
成

一
〇
年
三
月
末
現
在
で
約
二
七
〇
万
台
で
あ
り
、
昭

和
五
五
年
の
一
四
二
万
台
か
ら
約
一
･
九
倍
に
増
加

し
て
い
ま
す
。

県
下
の
人
□
が
約
五
五
〇
万
人
で
す
の
で
、
県
民

約
二
人
で
一
台
の
自
動
車
を
保
有
し
て
い
る
状
況
に

あ
り
ま
す
。

｢平
成
六
年
度
道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
｣
を
み
る
と
、

46 道イテセ 99.7



本
県
関
連
の
総
交
通
量
は
約
五
四
三
万
台
/
日
で
あ

り
、
う
ち
通
過
交
通
が
約
五
万
台
/
日

(0
･
九

%
)、
流
出
入
交
通
が
約
五
三
万
台
/
日
(九
･七
%
)

で
あ
り
、
残
り
の
九
割
近
い
交
通
が
県
内
で
の
動
き

と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
｢平
成
九
年
度
道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
｣
の
県

内
自
動
車
交
通
量

(
一
二
時
間
)
は
平
均
七
、
七
三

五
台
で
あ
り
、
道
路
種
類
別
に
み
る
と
、
高
速
自
動

車
国
道
で
二
一
、
一
四
三
台
、
都
市
高
速
道
路
で
三

八
、
八
九
〇
台
、
一
般
国
道
一
三
、
0
三
八
台
、
主

要
地
方
道
で
五
、
七
一
六
合
、
一
般
県
道
で
三
、
二

四
二
台
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
都
市
高
速
道
路
の
交

通
量
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

表 1 道路整備状況 平成10年 4月現在

道路種別 実延長(km) 改良率( % ) 舗装率(%)

高速自動車国道 277 脚 100

一 般 国 道 霧 鰡 榊
主 要 地 方 道 鰡 鰡 辯
一 般 県 道 礬 辯 鰡
都市高速道路 65 100 脚
市 町 道

獄 鵜 榴
計 ㈱緘 鰡 隧

泥ま県管理分を示す。ず

の　　
　
　
　熟　　 規格改良済のものをいい、 車道幅員

②

道
路
の
現
況

県
内
の
市
町
道
を
含
む
全
道
路
延
長
は
、
平
成
一

〇
年
四
月
現
在
約
三
三
、
九
八
一
如
で
あ
り
、
こ
の

う
ち
幹
線
道
路
と
し
て
の
役
割
を
担
う
一
般
県
道
以

上
は
約
六
、
一
〇
〇
蝿
で
全
体
の
約
一
八
%
を
占
め

て
い
ま
す
。

一
般
県
道
以
上
の
道
路
延
長
を
種
類
別
に
み
る
と
、

高
速
自
動
車
国
道
、
本
四
連
絡
道
路
及
び
都
市
高
速

道
路
約
四
〇
〇
如
、
一
般
国
道
約
一
、
四
〇
〇
畑
、

主
要
地
方
道
約
一
、
八
〇
〇
如
、
一
般
県
道
約
二
、

五
〇
〇
如
で
あ
り
、
主
要
地
方
道
と
一
般
県
道
を
あ

わ
せ
る
と
全
体
の
約
七
0
%
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
本
県
管
理
は
一
般
国
道
の
約
六

○
%
、
主
要
地
方
道
の
約
八
六
%
、
一
般
県
道
の
約

九
六
%
を
管
理
し
て
お
り
、
そ
の
合
計
は
四
八
二
路

線
約
四
、
八
一
八
蹴
で
そ
の
整
備
状
況
は
表
1
の
と

お
り
で
す
。

三

安
全
･安
心
を
確
保
す
る
道
づ
く
り

の

交
通
事
故
の
削
減

(交
通
安
全
総
点
検
)

本
県
は
、
平
成
八
年
に
は
、
交
通
事
故
死
者
数
が

四
九
七
人

(全
国
ワ
ー
ス
ト
二
位
)
で
し
た
が
、
関

係
機
関
に
よ
る
交
通
安
全
対
策
へ
の
取
り
組
み
に
よ

り
、
平
成
一
〇
年
に
は
三
二
四
人

(全
国
ワ
ー
ス
ト

一
〇
位
)
と
改
善
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す

(表
2
)。

そ
の
積
極
的
に
展
開
し
た
施
策
の
一
つ
に

｢交
通

表 2 事故死者数 ･全国ワース 村順位

平成8年中 平成9年中 平成10年中

臥
寂

狄
位 総

表 3 交通安全総点検 ･バリアフリー点検実施状況

平成 9 年度 平成10年度 平成11年度

検
春
点総 検

秋
点公心烹冲

バリアフリー
点検 検

春
点総 検

秋
点総

一"
鰔

瑚
検

春
点総

一フ
検

ア

点
瑚

町

医

市

地

2

@
町

区
市
地

屹
節

町

区

市

地
即
御 細

駆
5

6
町

区
市
地

8

@ 離賢伽 訶
駆

齢
鮒

橘
蝦

6

倦

※交通安全総点検 合計43市町48地区で実施

※バリアフリー点検 合計40市町59地区で実施

安
全
総
点
検
｣
が
あ
り
ま
す
。

7
′

交
通
の
安
全
は
、
利
用
す
る
八
の
視
点
に
立
っ
た

4

課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
人
々
や
道
路
利
用

7

者
が
主
体
的
に
参
加
し
、
行
政
と
一
体
と
な
っ
て
良

セ

好
な
道
路
交
通
環
境
を
つ
ー
る
こ
と
を
目
的
に
、
平

擶



表 4 福祉のまちづくり重点地区
整備計画策定市町

平成 5 年度 平成 6 年度 平成 7年度 平成 8 年度

訶
駆

町
区

市

地
れ
盤

町
区

市

地
銘
視

町
区

市
地

M

れ

平成 9 年度 平成lo年度 平成11年度

町

区
市
地

即
卸

町

区

市

地
第
銘

町

区

市

地

AU
RU

※合計84市町145地区が計画策定

成
九
年
度
よ
り
県
下
各
市
町
の
児
童
及
び
高
齢
者
の

事
故
率
よ
り
実
施
地
区
を
選
定
し
、
春
と
秋
の
全
国

交
通
安
全
週
間
に
あ
わ
せ
て
実
施
し
て
お
り
、
平
成

一
一
年
五
月
末
ま
で
に
、
延
べ
四
三
市
町
四
八
地
区

で
実
施
し
て
い
ま
す

(表
3
)。

ま
た
、
点
検
結
果
に
基
づ
い
て
、
交
差
点
の
改
良
、

道
路
照
明
･
道
路
標
識
の
整
備
等
、
道
路
環
境
の
改

善
に
緊
急
性
の
高
い
と
こ
ろ
か
ら
順
次
整
備
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

②

安
心
し
て
歩
け
る
生
活
道
路
の
整
備

少
子
･
高
齢
化
の
時
代
を
迎
え
て
、
従
来
の
効
率

性
を
重
視
し
た
都
市
整
備
か
ら
、
誰
も
が
安
心
し
て

生
活
で
き
る
都
市
基
盤
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
県
で
は
、
平
成
四
年
一
〇
月
に

｢福
祉
の
ま
ち

(単位 :箇所)表 5 防災点検結果

驫 樣
所

翳
箇 欝監イ 鬘

鰤
続
幡

備 考

鰔 塑 獺 滋
づ
く
り
条
例
｣
を
制
定
し
、
平
成
五
年
度
よ
り
、
駅

周
辺
な
ど
の
市
街
地
や
福
祉
施
設
、
病
院
等
の
周
辺

地
区
を
、
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
重
点
地
区
に
指
定
し

(表
4
)、各
施
設
管
理
者
に
よ
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

と
く
に
、
道
路
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い
て
は
、

重
点
地
区
の
整
備
計
画
策
定
に
併
せ
て
、
各
地
域
の

福
祉
団
体
等
の
参
加
の
も
と
に
、｢バ
リ
ア
フ
リ
ー
点

検
｣
を
実
施
し

(表
3
)、
歩
道
の
新
設
、
広
幅
員

化
、
段
差
解
消
な
ど
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

四

災
害
に
強
い
道
路
の
整
備
に
つ
い
て

○

危
険
箇
所
に
つ
い
て

本
県
で
、
道
路
防
災
総
点
検
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、

落
石
等
の
危
険
が
あ
り
、
対
策
が
必
要
な
箇
所
が
二
、

一
二
一
箇
所
、
ま
た
監
視
の
強
化
箇
所
を
合
わ
せ
る

と
四
、
六
三
八
箇
所
に
上
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す

(表
5
)。

こ
れ
は
、
県
管
理
道
路
の
全
体
の
延
長
が
約
四
、

八
〇
〇
如
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
概
ね
一
如
当
た
り
一

箇
所
の
危
険
箇
所
が
あ
る
と
い
え
ま
す
。
次
に
、
こ

の
危
険
箇
所
の
内
容
に
つ
い
て
、
表
6
に
分
類
し
ま

し
た
。

⑭

危
険
箇
所
対
策
に
つ
い
て

要
対
策
箇
所
の
二
、
一
二
一
箇
所
に
つ
い
て
は
、

危
険
性
の
高
い
所
や
、
交
通
量
の
多
い
所
か
ら
優
先

表 6 平成 8年度道路防災総点検結果 (平成 8 ･ 9年度実施分)

一般国道 主要地方道 一般県道 合 計

点検種別 点検対象項目 検
数

点
総

点検結果

検
数

点
総

点検結果

検
数

点
総

点検結果

検
数

点
総

点検結果

要糠
-ブ
こと
し
瑞鬱

ノ
セト

‐カ
イ1

策
要 要嫌

テ
拭･
高"

′
をr

力
‘
-

機械
要様

テ
LF~

し
山師
′
ム観

カメイー
機械

要機
-
■｣÷‐]歳…

ノ
仁一r

力
′- 機械

･
雪

雨豪
豪

落石･崩壊 倒 276 255 210 臘 485 442 366 戦 街 612 郷 纖 廓 臘 ㈱
岩石崩落 118 45 卸 13 228 乾 脚 第 250 118 125 り! 596 255 285 56

地すべり QV 1上 AV n乙 51 月性 " m 硴 1上 第 第 102 AU 69 27

餉 24 員 m つい " (乙 20 RU 徳 24 12 ワ･! 襲 37 硴 第

土石流 93 22 穏 鵠 138 30 “ 鋭 178 約 踞 “ 409 鰓 178 163

戯 80 イ等 37 “ 163 16 鞘 那 119 10 琉 53 362 30 182 150

地吹雪 AV nV nU ハU ハU nU nU nU nv nv AV 〔U nU ハU Û nU
橋梁基礎;先掘 “ 90 20 蘂 “ “優 鷄 23 襲 12 第 “ 217 蜷 製 105

癩 捌 れ 91 202 543 “ 158 321 444 “ 挑 303 蹴 132 343 826

その他 nv nv nU Û 第 芻 り“ 14 鮨
′

にU 13 n〉 館 " 15 1上

鋤 蝋 382 512 椛 纖 719 934 881 郷 賊 耽 郷 鰄 刎 瓣 劾
イ8 道行セ 99.7



的
に
、
落
石
防
止
柵
や
ロ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
等
の
対
策
を

進
め
、
災
害
に
強
い
道
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
点
検
対
象
項
目
の
中
で
も
、
落
石
･
崩
壊
と

岩
石
崩
壊
の
比
率
が
八
五
%
を
占
め
、
特
に
岩
石
崩

壊
は
、
大
き
な
災
害
に
つ
な
が
る
可
能
性
の
高
い
箇

所
と
し
て
、
優
先
的
に
対
策
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

一
方
、
対
策
の
遅
れ
る
箇
所

(監
視
の
強
化
箇
所

を
含
む
)
に
つ
い
て
は
、
｢防
災
カ
ル
テ
｣
を
活
用
し

て
、
日
常
の
道
路
管
理
パ
ト
ロ
ー
ル
で
災
害
発
生
の

兆
候
の
早
期
発
見
に
努
め
、
事
前
通
行
規
制
の
実
施

等
に
よ
り
、
県
内
道
路
の
安
全
通
行
の
確
保
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

他
に
も
、
雪
害
防
止
に
つ
い
て
は
、
雪
寒
指
定
道

路
を
中
心
に
、
延
長
一
、
0
七
一
如
の
除
排
雪
を
行

う
と
共
に
、
チ
ェ
ー
ン
着
脱
場
の
整
備
、
消
雪
パ
イ

プ
の
設
置
に
よ
り
、
冬
期
の
交
通
渋
滞
の
解
消
等
に
、

ま
た
、
雪
崩
予
防
柵
の
設
置
等
に
よ
り
安
全
通
行
の

確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
凍
結
、
積
雪
セ
ン
サ
ー
の
設
置
や
、
雪
み

ち
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備

(道
の
駅
等
で
ド
ラ
イ
バ

ー
へ
の
情
報
提
供
)
を
行
い
、
適
時
か
つ
効
果
的
な

冬
期
通
行
の
確
保
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

五

快
適
な
地
域
環
境
を
目
指
す

道
づ
く
り

=

緑
あ
ふ
れ
る
道
づ
く
り
の
推
進

①

現
在
ま
で
の
取
り
組
み

本
県
は
、
北
は
日
本
海
、
南
は
瀬
戸
内
海
･

k m 平成10年3月現在

-

-

-

-

"r

-

-

-

-

"
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一

一

…一
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…
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｢
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“
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一
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h

県
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.

般

要

道

一

主

国

一

一

一

m

囮

□

÷

一

一

一.

一

一

遭

道

方

県

地

般

要

道

一

主

国

m

囮

口
"

-

-

-

-

一

一

一

H 5H 4
年度

H 6 H 7 H?
｣-

…HH

図 緑化延長の推移

緑
化
済
道
路
延
長

太
平
洋
に
臨
み
、
変
化
に
富
ん
だ
県
土
を
有
し

て
お
り
、
各
地
域
毎
に
個
性
豊
か
な
文
化
が
培

4

わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
の
も
と
、

セ

緑
豊
か
な
街
並
み
や
四
季
折
々
の
花
々
が
楽
し

擶

め
る
道
路
な
ど
、
快
適
で
美
し
い
生
活
空
間
を

総
完
成
数

(箇
所
)

H 7 H 8 H 9 H IO

年
度
毎
完
成
数

(箇
所
)

S 6 3迄 m迄 H 1 H 2 H 3 H 4

図 2 緑のランドマーク完成箇所数

　
　

髄
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霰
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つ
く
り
だ
す

｢さ
わ
や
か
な
県
土
づ
く
り
｣
を

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
を
求
め
、
草
花
等
を
植

て
き
ま
し
た
。
平
成
九
年
度
ま
で
に
シ
ス
テ
ム

積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

、
す
る

｢沿
道
花
か
ざ
り

｣
を
性
、
し
、

開
発
を
駝
ね
終
了
し
、

、

○

四
月

本
県
で
は
、
平
成
元
年
度
に

｢緑
あ
ふ
れ
る

道
づ
く
り
｣
指
針
に
基
づ
き

｢道
路
緑
化
10
ヶ

年
計
画
(平
成
元
年
度
-
平
成
一
〇
年
度
)｣
を

策
定
し
ま
し
た
。
m
ヶ
年
計
画
で
は
、
地
域
ら

し
さ
の
演
出
を
図
っ
た
小
公
園
で
あ
る

“緑
の

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
“、
緑
の
回
復
や
再
生
、
道
路
空

間
の
修
景
を
図
る

“
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
"
･
“
リ

フ

レ
ッ
シ
ュ
ロ
ー
ド
“

等
の
施
策
を
モ
デ
ル
路

線
中
心
に
緑
化
推
進
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
平
成
元
年
度
末
か
ら
平
成
九
年

度
末
ま
で
の
九
年
間
に
約
一
九
〇
如
の
緑
化
が

推
進
さ
れ
、
本
県
管
理
道
路
延
長
四
、
八
一
八

虹
に
対
し
、
四
八
二
蝿

(
一
0
%
)
の
緑
化
が

完
了
し
ま
し
た

(図
1
)。

ま
た
、
平
成
一
○
年
度
末
に
は
地
域
の
特
色

を
活
か
し
た
一
四
三
箇
所
の
緑
の
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
を
整
備
完
了
し
、
通
行
者
の
休
憩
や
憩
い
の

場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す

(図
2
)。

②

今
後
の
事
業
計
画

m
ヶ
年
計
画
に
基
づ
き
、
緑
化
を
推
進
し
て

き
た
結
果
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
的
に
は
効
果
が
発
揮

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
｢緑
あ
ふ
れ
る
道
づ
く
り
｣指
針
に

基
づ
く
緑
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
住
民
等

栽
す
る

｢沿
道
花
か
ざ
り
事
業
｣
を
推
進
し
、

道
路
及
び
沿
道
の
生
活
環
境
の
向
上
を
図
っ
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
『ジ
ャ
パ
ン
フ
ロ
ー
ラ
2
0
0
0
』
の

開
催
を
控
え
、
花
と
緑
に
よ
る
美
し
い
地
域
づ

く
り
を
目
指
し
、
こ
れ
ま
で
の
緑
化
計
画
に
加

え
主
要
幹
線
道
路
に
お
け
る
道
路
緑
化
を
一
層

推
進
し
て
い
く
予
定
で
す
。

②

｢道
の
駅
｣
に
つ
い
て

①

｢道
の
駅
｣
の
整
備
状
況
に
つ
い
て

現
在
、
本
県
に
は

｢道
の
駅
｣
が
一
六
箇
所

あ
り
ま
す
。
(全
国
で
は
四
七
〇
箇
所
、
県
内
の

箇
所
数
は
島
根
県
と
並
ん
で
全
国
五
位
)
設
置

箇
所
は
県
北
部
但
馬
地
域
の

｢神
鍋
高
原
｣
か

ら
、
県
南
端
、
徳
島
県
と
の
県
境
の

｢う
ず
し

お
｣
ま
で
、
概
ね
県
下
全
域
を
カ
バ
ー
す
る
形

で

｢道
の
駅
｣
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す

(表
7
、

図
3
)。

②

｢道
の
駅
｣
道
路
情
報
等
提
供
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て

本
県
で
は
、平
成
七
年
一
月
一
七
日
の
阪
神
･

淡
路
大
震
災
を
契
機
に
、
道
路
情
報
提
供
の
重

要
性
を
再
認
識
し
、
道
路
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム

の
整
備
を
震
災
復
興
計
画
に
位
置
づ
け
、
平
成

七
年
度
よ
り
、
シ
ス
テ
ム
開
発
、
設
計
を
進
め

開
発
を
概
ね
終
了
し
、
平
成
一
〇
年
四
月
一
日

よ
り
、
上
記

｢道
の
駅
｣
の
内
、
｢し
ん
ぐ

う
｣、
｢あ
わ
じ
｣、
で
情
報
提
供
を
開
始
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
現
在
整
備
中
の

｢道
の
駅
｣
候

補
地
の
内
の
二
駅
に
お
い
て
も
、
｢道
の
駅
｣供

用
に
あ
わ
せ
た
情
報
提
供
の
開
始
を
予
定
し
て

お
り
、
道
路
情
報
等
の
提
供
を
行
う
道
の
駅
を

順
次
増
や
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す

(表

8
、
図
4
)
。

な
お
、
兵
庫
県
土
木
部
道
路
補
修
課
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
>
｢道
の
駅
｣
の
紹
介
も
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
。

け
#
“℃
ミ
ベ
メ≧｢①
A
･℃
①コ
m｣
]て
0戦
0
｣
靴)＼甘
0
ので
こ
肘
P
＼鴎HFQ
のX
■-]-□
日-

六

歩
<
定
め
の
道
づ
く
り

｢ウ
オ
ー
キ
ン
グ

･
ト
レ
イ
ル
｣

本
県
で
は
、
県
下
の
二
市
町
で
歩
く
た
め
の
道
づ

く
り

｢ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
･
ト
レ
イ
ル
｣
の
整
備
を
行

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
は
、
洲
本
市
で
行
っ
て
い

る
タ
ウ
ン
･
ト
レ
イ
ル
で
す

(写
真
ー
)。

洲
本
市
は
古
く
か
ら
城
下
町
と
し
て
栄
え
た
淡
路

島
の
中
心
都
市
で
あ
る
と
と
も
に
、
釣
り
や
海
水
浴

な
ど
の
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
や
淡
路
島
観
光
の
拠
点
と

し
て
、
年
間
を
通
じ
て
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
平
成
一
〇
年
四
月
に
明
石
海
峡
大
橋

5 0 道行セ 99.7



図 4

表 8 ｢道の駅｣ 道路情報等提供システム提供情報一覧

提供情報 デ、ータソース 表示方法

道路規制

情報

県管理道路
分

県下各土木事務所等
より入力 大型プロジェクタ

タッチパネルディスプレイ近隣府県 ･

各高速道路
近畿地方建設局

観光 ･地域情報
市町等の協力を得つ

つ独自取材
タッチパネルディスプレイ

渋滞情報 F M 文字多重放送 壁掛式ディスプレイ

近畿の天気予報 F M 文字多重放送 壁掛式ディスプレイ

緊急情報等 兵庫県庁より入力 LE D表示板

道の駅からのお知らせ 道の駅において入力 壁掛式ディスプレイ

土木事務所
サーバ 共用端末

近畿地方建設局
日本道路公団
阪神高速道路公団
本州四国連絡儒公団

達の駅 、
に] データ

ベース

道の訳サーバ

事業所、出張所
サーバ 共用端末

　 　 　　　　　　
タッチパネル 盤掛式 獣光堆鱈
ディスプレイ ディスプレイ ･ 脩紅

プロジェクタ
l爆庁からのぉ知らせ(緊隷館報= タッチパネル
LED表示板 限紙 ディスプレイ

道イテセ 99.7 5 /

図 3

表 7 兵庫県の ｢道の駅｣ 一覧表 (平成11年 6月現在)

単独型 一体型 合計

箇所数 図番 路線 駅名 箇所数 図番 路線 駅名 箇所数

国道

(直轄)
5 ②

⑥
⑧
⑨
⑮

R 29
R 9
R 9
R 29
R 175

山崎

村岡ファームガーデン
但馬楽座

みなみ波賀
三木(H 12 .4供用)

2 ①
⑬

R 29
R 9

は力ゞ
ハチ北

7

国道

(県管理)
2 ③

⑤
R 312

R 482

あさご
神鍋高原

2 ⑲
⑪

R 179
R 427

しんぐう

R427かみ

4

県道 2 ④
⑱

(主)若桜南光

(一)鳴門観湖

ちくさ

うずしお
3 ⑦

⑫
⑭

(一)物部餐父

(主)青垣柏原

(土)福良江非岩屋

やぶ

あおがき

あわじ

5

合計 9 7 16



が
開
通
し
、
本
州
と
陸
続
き
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

観
光
客
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

タ
ウ
ン
･
ト
レ
イ
ル
の
ル
ー
ト
は
、
城
下
町
特
有

の
旧
い
街
並
み
、
白
砂
青
松
の
海
岸
で
夏
は
海
水
浴

場
と
な
る
大
浜
公
園
、
洲
本
城
跡
が
あ
る
三
熊
山
、

工
場
跡
地
を
新
し
い
街
に
整
備
中
の
新
都
心
地
区
を

結
び
、
自
然
と
新
旧
の
街
並
み
が
楽
し
め
る
変
化
に

富
ん
だ
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
は
氷
上
町
で
行
っ
て
い
る
カ
ン
ト
リ
ー
･

ト
レ
イ
ル
で
す
(写
真
2
)。
氷
上
町
は
、
の
ど
か
な

田
園
風
景
が
広
が
る
丹
波
地
域
に
あ
り
、
町
域
の
約

七
○
%
を
山
地
が
占
め
る
森
の
里
で
、
四
季
を
通
じ

豊
か
な
自
然
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

カ
ン
ト
リ
ー
･ト
レ
イ
ル
の
ル
ー
ト
は
、
｢春
の
ト

レ
イ
ル
｣
と

｢秋
の
ト
レ
イ
ル
｣
の
二
つ
に
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ
趣
の
異
な
っ
た
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

｢春
の
ト
レ
イ
ル
｣
は
、
町
の
中
心
部
か
ら
田
園
地

帯
を
通
り
日
本
一
低
い
中
央
分
水
嶺
が
あ
る

｢水
分

か
れ
公
園
｣
へ
と
向
か
う
ル
ー
ト
で
、
沿
線
の
イ
チ

ゴ
畑
や
桜
の
ト
ン
ネ
ル
な
ど
に
マ
ッ
チ
す
る
よ
う
、

華
や
か
な
イ
メ
ー
ジ
で
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。
｢秋

の
ト
レ
イ
ル
｣
は
、
町
の
中
心
部
か
ら
河
川
沿
い
を

｢独
鈷
の
滝
｣
へ
向
か
う
ル
ー
ト
で
、
山
沿
い
で
は

紅
葉
や
落
葉
を
眺
め
な
が
ら
の
散
策
が
楽
し
め
る
よ

う
、
落
ち
着
い
た
イ
メ
ー
ジ
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま

す
。

写真 2 氷上町

い
ず
れ
の
市
町
も
、
ル
ー
ト
選
定
や
整
備
内
容
に

つ
い
て
、
地
元
住
民
と
検
討
の
場
を
設
け
て
事
業
を

進
め
て
お
り
、
平
成
三
一年
度
に
概
ね
整
備
が
完
了

す
る
予
定
で
す
。

七

道
路
管
理
の
業
務

0

道
路
管
理
瑕
疵
事
故
の
状
況

本
県
で
は
、
道
路
の
管
理
瑕
疵
事
故
は
、
残
念
な

が
ら
毎
年
一
〇
数
件
程
度
発
生
し
て
い
る
状
況
に
あ

り
ま
す
。

過
去
、
平
成
元
年
度
か
ら
平
成
一
〇
年
度
ま
で
の

管
理
瑕
疵
事
故
件
数
合
計
-
一
二
件
を
事
故
態
様
別

に
み
る
と
、
落
石
二
七
件
、
安
全
施
設
不
備
一
九
件
、

蓋
不
全
一
七
件
、
穴
ぼ
こ
一
五
件
、
落
下
物
直
撃
六

件
、
路
上
障
害
物
五
件
、
段
差
五
件
の
順
に
事
故
件

数
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

各
土
木
事
務
所
等
の
職
員
は
、
事
故
の
連
絡
が
あ

れ
ば
他
の
事
務
よ
り
優
先
し
て
、
事
故
の
対
応
･
処

理
等
に
あ
た
り
、
現
場
の
状
況
の
把
握
、
事
故
状
況
、

相
手
方
へ
の
対
応
等
を
的
確
に
行
う
よ
う
努
め
て
い

ま
す
。

ま
た
、
道
路
管
理
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
等
現
場
の
職
員

鋭

は
、事
故
発
生
の
お
そ
れ
の
あ
る
箇
所
の
早
期
発
見
･

セ行

早
期
修
繕
に
努
め
て
い
ま
す
。

道

②

訴
訟
･
係
争
関
係
事
務

2　　　

平
成
元
年
度
以
降
、
過
去
一
〇
年
間
に
発
生
し
本

務
套惣

真写 1 洲本市



県
が
関
係
し
た
道
路
関
係
の
調
停
･
訴
訟
を
見
て
み

と
の
連
携
･
協
力
を
図
り
、
こ
れ
ら
課
題
の
解
決
へ

る
お
花
畑
で
す
。
四
五
万
本
の
木
が
並
木
道
を
つ
く

る
と
、
管
理
瑕
疵
事
故
関
係
一
〇
件
、
道
路
内
民
有

努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

り
、
木
と

し
い
床
の
翼

･を
寅

し
ま

o
ま
と

地
紛
争
や
境
界
紛
争
を
含
む
道
路
敷
地
の
権
原
関
係

一
二
件
で
あ
り
、
計
二
二
件
が
発
生
し
ま
し
た
。

う
ち
、
管
理
瑕
疵
事
故
関
係
一
〇
件
中
、
敗
訴
又

は
損
害
賠
償
金
支
払
を
伴
う
和
解
は
七
件
で
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
道
路
敷
地
の
権
原
関
係
の
三
一件
は

す
べ
て
勝
訴
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
道
路
内
民
有
地
に
係
る
係
争
･
苦
情
に
あ

た
っ
て
は
、
権
原
に
係
る
資
料
が
散
逸
し
て
不
明
で

あ
る
こ
と
が
多
く
、
相
手
方
を
納
得
さ
せ
る
こ
と
は

困
難
で
は
あ
る
も
の
の
、
昔
は
道
路
建
設
を
地
元
が

歓
迎
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
た
め
、詳
細
に
法
務
局
･

地
元
役
場
･
現
地
で
の
過
去
の
経
緯
調
査
等
を
行
い
、

道
路
管
理
者
の
権
原
が
あ
る
こ
と
を
説
明
し
、
対
応

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

八

終
わ
り
に

以
上
、
本
県
に
お
け
る
道
路
維
持
管
理
関
係
の
一

部
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

道
路
管
理
業
務
は
、
道
路
管
理
瑕
疵
事
故
の
防
止
、

交
通
事
故
の
防
止
を
は
じ
め
と
し
て
、
道
路
内
民
有

地
紛
争
や
境
界
紛
争
等
の
対
応
、
不
法
占
用
是
正
対

策
等
、
未
解
決
課
題
が
山
積
し
て
い
る
状
況
に
あ
り

ま
す
。

今
後
と
も
、
建
設
省
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関

努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
、
最
初
に
少

し
触
れ
ま
し
た
淡
路
花
博

『ジ
ャ
パ
ン
フ
ロ
!
ラ
2

0
0
0
』
に
つ
い
て
ご
案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。西

暦
二
〇
〇
〇
年
三
月
一
八
日
か
ら
九
月
一
七
日

ま
で
の
半
年
間
、
淡
路
島
の
淡
路
町
と
東
浦
町
に
ま

た
が
る
淡
路
島
国
際
公
園
都
市
を
舞
台
に
開
催
さ
れ

ま
す
。

こ
の
博
覧
会
は
、
オ
ラ
ン
ダ
に
本
部
が
あ
る
国
際

園
芸
家
協
会

(A
I
P
H
)
が
承
認
す
る
園
芸
と
造

園
の
国
際
博
覧
会
で
、
平
成
三
年
に
大
阪
で
開
催
さ

れ
た
花
の
万
博
に
次
ぐ
、
わ
が
国
で
二
回
目
の
開
催

と
な
る
も
の
で
す
。

｢人
と
自
然
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
｣
を
テ
ー

マ
に
、
自
然
回
復
を
願
い
、
阪
神
･
淡
路
大
震
災
か

ら
の

｢緑
の
都
市
復
興
｣、
さ
ら
に
は
、
園
芸
･造
園

産
業
を
は
じ
め
と
す
る
関
連
産
業
の
振
興
な
ど
を
目

的
に
開
催
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
博
覧
会
の
見
ど
こ
ろ
は
、
ま
ず
、
九
六
姫
と

甲
子
園
球
場
の
二
四
倍
も
の
広
い
会
場
が
、
そ
の
ま

ま
日
本
を
は
じ
め
ア
ジ
ア

･
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
さ
ま
ざ

ま
な
様
式
の
庭
園
が
並
ぶ
庭
園
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
な

っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
二
つ
に
は
、
世
界
か
ら

｢

七
〇
〇
種
類
、
一
五
〇
万
本
の
美
し
い
花
々
が
集
ま

歩 卵糊 魂‐ラ2ooo

つくJ

り
、
林
と
美
し
い
森
の
風
景
を
演
出
し
ま
す
。
ま
た
、
5

熱
帯
雨
林
に
自
生
す
る
世
界
一
大
き
な
花
ラ
フ
レ
シ

7

ア
や
、
中
国
か
ら
女
性
の
歌
声
に
合
わ
せ
て
葉
が
動

セ　　　

き
だ
す
と
い
う
マ
イ
ハ
ギ
な
ど
、
珍
し
い
植
物
が
ご

迩

覧
い
た
だ
け
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
三
つ

に
は
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
で
、
ア
ジ
ア
の
熱
帯
雨
林

や
世
界
の
名
庭
園
を
め
ぐ
る
体
験
旅
行
が
楽
し
め
ま

す
。現

在
、
第
一
期
の
前
売
入
場
券
が
発
売
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
皆
様
と
世
界
の
花
と
緑
で
美
し
く
彩
ら

れ
た
博
覧
会
場
で
お
会
い
で
き
る
日
を
楽
し
み
に
し

て
お
り
ま
す
。



鹿
児
島
県
に
お
け
る
『地
域
活
性
化
促
進
道
路
事
業
』

鹿
児
島
県
土
木
部
道
路
建
設
課

一
は
じ
め
に

鹿
児
島
県
は
我
が
国
の
西
南
部
、
九
州
の
南
部
に

位
置
し
、
九
州
本
土
に
属
す
る
薩
摩
、
大
隅
の
二
大

半
島
及
び
南
西
に
伸
び
る
種
子
島
、
屋
久
島
、
ト
カ

ラ
列
島
、
奄
美
群
島
の
島
々
か
ら
な
り
、
そ
の
広
が

り
は
、
東
西
二
七
〇
蝿
、
南
北
約
六
〇
〇
畑
に
及
び
、

南
北
の
広
が
り
は
鹿
児
島
-
大
阪
間
の
距
離
に
相
当

し
ま
す
。

地
域
構
造
は
、
総
人
ロ
約
一
八
〇
万
人
の
三
割
に

あ
た
る
約
五
五
万
人
が
鹿
児
島
市
に
集
中
す
る
一
方
、

地
方
部
で
は
過
疎
化
が
進
み
、
県
下
九
六
市
町
村
の

七
五
%
に
あ
た
る
七
二
市
町
村
が
過
疎
市
町
村
と
な

っ
て
い
る
等
、
鹿
児
島
市
へ
の
一
極
集
中
の
地
域
構

造
と
な

っ
て
い
ま
す
。

産
業
面
で
は
、
本
県
の
温
暖
多
雨
な
気
候
、
広
大

な
畑
地
や
森
林
、
海
域
や
長
い
海
岸
線
が
農
林
水
産

業
の
優
れ
た
基
盤
を
な
し
て
お
り
、
豊
富
な
農
林
水

産
物
を
産
出
す
る
と
と
も
に
そ
れ
ら
を
活
用
し
た
食

品
産
業
が
集
積
す
る
我
が
国
の
食
糧
等
の
供
給
基
地

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
食
糧
の
国
内
生

産
力
の
維
持
拡
大
が
求
め
ら
れ
る
中
で
一
層
の
発
展

が
期
待
さ
れ
て
い
る
が
、
農
産
物
の
輸
入
自
由
化
な

ど
に
よ
る
産
地
間
競
争
の
激
化
に
と
も
な
い
、
消
費

者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
農
･
水
産
物
の
加
工
･
流

通
を
推
進
す
る
こ
と
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
必
要
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
分
隼
人
地
域
を
中
心
に
県
内
に
は
電
子

関
連
産
業
の
集
積
が
進
む
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
を
支

え
る
加
工
組
立
産
業
の
集
積
や
技
術
高
度
化
が
図
ら

れ
つ
つ
あ
り
、
国
際
競
争
力
の
あ
る
産
業
と
し
て
新

た
な
飛
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

更
に
、
屋
久
島
の
縄
文
杉
な
ど
悠
久
の
歴
史
の
中

で
育
ま
れ
た
豊
か
な
自
然
や
西
郷
隆
盛
、
上
之
原
遺

跡
等
に
代
表
さ
れ
る
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
む
歴
史
的

遺
産
、
大
島
紬
や
川
辺
仏
壇
、
薩
摩
焼
等
に
代
表
さ

れ
る
各
地
域
固
有
の
伝
統
･
文
化
等
特
色
の
あ
る
観

光
資
源
を
有
し
て
い
る
本
県
は
、
こ
れ
を
活
用
し
た

観
光
産
業
の
発
展
も
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
産
業
の
場
と
な
る
各
地
域
に
お
い
て
は

都
市
部
へ
の
一
極
集
中
に
よ
る
様
々
な
弊
害
が
生
じ

“

て
お
り
、
全
国
的
に
一
極
集
中
構
造
か
ら
多
軸
構
造

セ行

へ
の
転
換
が
図
ら
れ
て
い
る
現
在
、
本
県
に
お
い
て

道

も
地
方
部
の
活
性
化
に
よ
る
、
均
衡
の
と
れ
た
県
土

54

の
発
展
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。



ま
た
、
本
県
で
は
平
成
五
年
の
八
･
六
水
害
の
未

曾
有
の
豪
雨
を
は
じ
め
、
平
成
九
年
三
月
及
び
五
月

の
県
北
西
部
の
大
規
模
地
震
、
さ
ら
に
七
月
の
出
水

市
針
原
地
区
の
大
規
模
土
石
流
な
ど
に
よ
り
、人
命
･

財
産
に
甚
大
な
被
害
を
受
け
、県
民
生
活
や
産
業
･経

済
活
動
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
災
害
に
強
い
県

土
づ
く
り
が
重
要
な
課
題
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

二

鹿
児
島
県
総
合
基
本
計
画
｢う
る
お

い
と
活
力
に
満
ち
を
鹿
児
島
の
創
造
｣

と
道
路
計
画

区鰡義

二
一
世
紀
を
目
前
に
し
て
、
規
制
緩
和
や
バ
ブ
ル

　　　　
0 25 :劫 乃 、00帆

経
済
の
崩
壊
に
伴
う
社
会
･
経
済
シ
ス
テ
ム
の
変
化
、

若
年
層
の
流
出
や
少
子
化
に
よ
る
人
口
の
減
少
、
高

齢
化
の
急
速
な
進
展
、
人
々
の
価
値
観
の
多
様
化
な

ど
鹿
児
島
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
な
転
換
期
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
急
激
な
社
会

環
境
の
変
化
の
中
で
、
今
後
、
本
県
が
力
強
く
発
展

し
、
新
世
紀
の
鹿
児
島
を
創
造
す
る
た
め
の
架
け
橋

と
し
て
、
本
県
で
は
、
平
成
一
〇
年
三
月
に
西
暦
二

0
○

-年

(平
成
一
三
年
度
)
を
目
標
年
次
と
し
た

｢鹿
児
島
県
総
合
基
本
計
画

(第
三
期
実
施
計
画
)｣

を
策
定
し
、｢う
る
お
い
と
活
力
に
満
ち
た
鹿
児
島
の

創
造
｣
を
基
本
理
念
と
し
て
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

,

図

　
　
　

は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
･
事
業
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

特
に
道
路
は
、
自
動
車
交
通
以
外
に
交
通
手
段
の

少
な
い
本
県
に
お
い
て
、
社
会
･
経
済
活
動
や
生
活

を
支
え
る
重
要
な
社
会
基
盤
と
し
て
、
広
域
的
な
交

流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
か
ら
日
常
生
活
の
利
便
性

の
確
保
に
い
た
る
ま
で
、
幅
広
く
か
つ
多
様
な
機
能

を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
本
県
の
道
路
整
備
に
お
い

て
は
、
平
成
一
〇
年
の
新
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
の

策
定
に
伴
い
、
総
合
基
本
計
画
を
も
と
に
鹿
児
島
県

の
道
路
整
備
の
基
本
方
針
と
し
て
次
の
四
つ
の
柱
を

定
め
、
道
路
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

･
広
域
的
な
交
流
を
促
進
す
る
道
路
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
形
成

･
安
全
な
県
土
の
た
め
の
道
路
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
形
成

･
均
衡
の
と
れ
た
県
土
を
つ
く
る
道
路
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
形
成

･
う
る
お
い
に
満
ち
た
快
適
な
道
路
空
間
の
形
成

ま
た
、
こ
れ
ら
の
基
本
方
針
の
も
と
に
、

･
一
日
交
通
圏
の
拡
大

･
災
害
に
強
い
道
づ
く
り

･
県
内
半
日
交
通
圏
の
拡
大

･
地
域
の
集
積
や
都
市
の
発
展
を
促
進
す
る
道
づ
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･
人
や
自
然
と
共
存
す
る
道
づ
く
り

等
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

三

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
こ
れ
を
支
援

す
る
地
域
活
性
化
促
進
道
路
事
業

県
内
の
各
地
域
に
お
け
る
若
年
層
の
中
央
部
へ
の

流
出
や
少
子
化
に
よ
る
人
ロ
の
減
少
、
急
激
な
高
齢

化
の
進
行
に
よ
る
労
働
力
の
減
少
や
医
療
･
介
護
負

担
の
増
加
な
ど
の
問
題
は
地
域
活
力
の
低
下
を
も
た

ら
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
早
急
な
対
策
が
必

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
二
つ
の
半
島
と
多
く
の
離
島
で
構
成
さ
れ

る
本
県
は
、
地
理
的
な
ハ
ン
デ
ィ
を
抱
え
て
お
り
、

こ
れ
を
克
服
す
る
た
め
、都
市
機
能
の
集
積
や
観
光
･

産
業
等
の
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
地
域
づ
く
り
･

町
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
鹿
児
島
市
と

各
地
域
、
さ
ら
に
は
地
域
相
互
の
連
携
が
必
要
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
本
県
で
は
、
従
来
よ

り
魅
力
と
活
力
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
を
促
進
す
る

各
種
施
策
や
地
域
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て

き
ま
し
た
。

｢地
域
活
性
化
促
進
道
路
事
業
｣
は
平
成
八
年
度
に

創
設
さ
れ
た
事
業
で
あ
り
、
地
域
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
進
め
る
う
え
で
必
要
不
可
欠
な
道
路
整
備
事
業

の
う
ち
、
早
期
完
成
を
図
る
こ
と
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
効
果
を
高
め
ら
れ
る
箇
所
に
重
点
投
資
を
図
る
も

の
で
あ
り
、
本
県
に
お
い
て
は
、
市
町
村
･
地
域
の

図

川内地方拠点都市
地域整備事業

隅地方拠点都市
地域整備事業

◆
業

振
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図 3 各地域振興プロジェクト位置図
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民
間
団
体
等
か
ら
要
望
の
あ
っ
た
箇
所
の
中
か
ら
、

次
の
四
事
業
を
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
選
定
し
、

関
連
す
る
道
路
の
整
備
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ー

川
内
地
方
拠
点
都
市
地
域
整
備
事
業

①
目
的
･
内
容

本
地
域
は
、
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、
先

端
技
術
産
業
や
大
学
の
立
地
等
も
進
み
、
一
層
の

発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
諸
条
件
を

活
か
し
、
総
合
的
な
生
活
空
間
の
整
備
に
よ
り
、

若
者
等
の
定
住
を
促
進
す
る
地
域
社
会
を
形
成
す

る
･0

②
所
在
地
･
規
模

･
川
内
市
、
串
木
野
市
、
宮
之
城
町
、
樋
脇
町
、

薩
摩
町
、
祁
答
院
町
、
入
来
町
、
東
郷
町

(二

市
六
町
)

･
約
三
万
m

③
地
域
活
性
化
の
効
果

民
間
活
力
の
活
用
に
努
め
な
が
ら
、
都
市
機
能

等
を
充
実
さ
せ
る
公
共
施
設
の
整
備
を
進
め
る
こ

と
に
よ
り
、
快
適
環
境
と
、
若
者
の
集
積
す
る
都

市
づ
く
り
が
図
ら
れ
、
地
域
の
活
性
化
に
資
す
る
。

④
重
点
施
策
事
業

･
川
内
市
総
合
運
動
公
園
整
備
事
業

(事
業
主
体
…
川
内
市
)

･
ウ
ッ
ド
タ
ウ
ン
建
設
事
業

(事
業
主
体
…
串
木

　　
　
　
　

　　
　
　

を
し

　
　
　　　
　

観音滝公園整備事業

獨 路線名 箇所名

一般国道3:;‐ 隈之城バイパス
n′& 一般国通504号･ 北薩空港道路

QU 一般国道267号 下舟木拡幅

メY 一般国道328号 副田バイパス
に･U (主)河内月1木野線 串木野市羽島

“hU 貧り京泊大小路線 川内市平島

ワ! GD薩終祖答院線 都答院町黒木~薩摩町求名

hD (一)市比野東郷線 矯脇町勝之原

]̂〉 (一)薩摩山崎停車場線 宮之城町山崎

10 (一)薩摩湯田伜中場線 之城町湯川

= 臟騎働獄儒 海田市内.･.･･.･･.･
12 線団水篩 原彬印脇髄

13 増烏㈲ 鵜螂国 線餓囃筋㈲ 聯鯛
お 線岳冠篩 岳冠市野不蹄･
16 線神冠捕 縦瀦" 線鰤㈲ 緘町螂
蜷 線勝日¥館志佐㈲ 蠣劉19 鰔路状捕

纖20 鰻滅怖 桝由T21 麒虎阿 蹴盪
銘

饑
牀市内.･.･･.･･.･

内地方拠点都市地域
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野
市
、
鹿
児
島
県
住
宅
公
社
)

･
北
薩
広
域
公
園
整
備
事
業

(事
業
主
体
"
鹿
児
島
県
)

･
観
音
滝
公
園
整
備
事
業
(事
業
主
体
…
薩
摩
町
)

⑤
支
援
す
る
道
路
事
業

(直
轄
国
道
)

･
国
道
三
号

隈
之
城
バ
イ
パ
ス

(川
内
市
)

(補
助
国
道
)

･
国
道
五
〇
四
号

北
薩
空
港
道
路

(薩
摩
郡
薩
摩
町
)

･
国
道
二
六
七
号

下
舟
木
拡
幅

(薩
摩
郡
宮
之
城
町
)

･
国
道
三
二
八
号

副
田
バ
イ
パ
ス

(薩
摩
郡
入
来
町
)

(地
方
道
)

･
(主
)
川
内
串
木
野
線

(串
木
野
市
羽
島
)

･
(主
)
京
泊
大
小
路
線

(川
内
市
平
島
)

･
(
=

薩
摩
祁
答
院
線

(祁
答
院
町
黒
木
ー
薩
摩
町
求
名
)

･
(
一
)
市
比
野
東
郷
線

(樋
脇
町
塔
之
原
)

･
(
一
)
薩
摩
山
崎
停
車
場
線
(宮
之
城
町
山
崎
)

･
(
=

川
ロ
薩
摩
湯
田
停
車
場
線

(宮
之
城
町
湯
田
)

(市
町
村
道
)

･
(市
)
上
ノ
原
別
府
原
線

(川
内
市
田
海
)

･
(市
)
永
田
線

(樋
脇
町
塔
之
原
)

･
(町
)
烏
丸
線

(東
郷
町
烏
丸
)

･
(町
)
狩
宿
中
央
鶴
田
ダ
ム
線
(薩
摩
町
求
名
)

･
(市
)
冠
岳
神
社
線

(串
木
野
市
冠
岳
)

･
(町
)
南
瀬
山
田
線

(東
郷
町
南
瀬
)

･
(町
)
佐
志
鶴
田
駅
線

(宮
之
城
町
広
瀬
)

･
(市
)
中
井
原
線

(串
木
野
市
上
名
)

(街
路
)

･
大
小
路
中
郷
線

(川
内
市
原
田
)

･
海
岸
通
線

(串
木
野
市
)

“
虎
居
線

(宮
之
城
町
虎
居
)

･
宮
内
中
郷
線

(川
内
市
花
木
)

2

大
隅
地
方
拠
点
都
市
地
域
整
備
事
業

①
目
的
･
内
容

本
地
域
は
豊
か
な
自
然
環
境
や
地
域
資
源
に
恵

ま
れ
、
農
畜
産
業
等
の
振
興
も
進
み
、
一
層
の
発

展
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
諸
条
件
を
活
か
し
、
総
合
的
な
生
活

空
間
の
整
備
に
よ
り
、
若
者
等
の
定
住
を
促
進
す

る
地
域
社
会
を
形
成
す
る
。

②
所
在
地
･
規
模

･
鹿
屋
市
、
垂
水
市
、
吾
平
町

(二
市
一
町
)

･
約
三
万
m

③
地
域
活
性
化
の
効
果

民
間
と
の
連
携
を
深
め
つ
つ
、
当
地
域
の
自
主

性
と
創
意
工
夫
を
発
揮
し
、
各
種
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
若
者
等
が
定
住
で
き

る
魅
力
あ
る
地
域
社
会
の
形
成
が
図
ら
れ
地
域
の

活
性
化
に
資
す
る
。

④
重
点
施
策
事
業

･
霧
島
ヶ
丘
公
園
整
備
事
業

(事
業
主
体
"
鹿
屋
市
)

･
県
民
健
康
プ
ラ
ザ
建
設
事
業

(事
業
主
体
…
鹿
児
島
県
)

･
大
隅
広
域
公
園
整
備
事
業

(事
業
主
体
…
鹿
児
島
県
)

･
垂
水
港
臨
海
部
土
地
造
成
事
業

(事
業
主
体
…垂
水
市
)

⑤
支
援
す
る
道
路
事
業

(直
轄
国
道
)

･
国
道
二
二
〇
号

海
潟
拡
幅

(垂
水
市
)

･
国
道
二
二
〇
号

新
城
拡
幅

(垂
水
市
)

(補
助
国
道
)

･
国
道
二
六
九
号

旭
原
拡
幅

(鹿
屋
市
)

･
国
道
二
六
九
号

浜
田
拡
幅

(鹿
屋
市
)

･
国
道
五
〇
四
号

高
隈
バ
イ
パ
ス

(鹿
屋
市
)

(地
方
道
)

･
(主
)
鹿
屋
吾
平
佐
多
線
,

(鹿
屋
市
笠
之
原
-
吾
平
町
麓
)

･
(
一
)
鹿
屋
環
状
線

(鹿
屋
市
川
西
)

･
(主
)
垂
水
南
之
郷
線

(垂
水
市
高
峠
)

(市
町
村
道
)
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･
(市
)
田
崎
寿
線

(鹿
屋
市
新
川
)

･
(市
)
垂
水
四
九
号
線

(垂
水
市
南
松
原
)

(街
路
)

･
鹿
屋
南
北
線

(鹿
屋
市
北
田
町
)

･
昭
栄
札
元
線

(鹿
屋
市
寿
)

･
見
取
山
線
外
一
線

(鹿
屋
市
寿
)

･
吾
平
山
陵
公
園
線

(吾
平
町
麓
)

3

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
地
域
整
備
事
業

①
目
的
･
内
容

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
等
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
周
辺
地
域
に
お
い
て
、
若
者
の
定
住
化
を
図

る
と
と
も
に
、
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た
、
安
全

で
良
好
な
生
活
空
間
の
形
成
を
図
る
た
め
、
住
宅

団
地
の
整
備
を
行
う
。

②
所
在
地
･
規
模

図 5 大隅地方拠点都市地域

き
＼図 6 県民健康プラザ鳥轍図

･
鹿
児
島
市
、
松
元
町
、
伊
集
院
町
(
一
市
二
町
)

･
約
三
万
m

③
地
域
活
性
化
の
効
果

都
市
内
及
び
都
市
周
辺
地
域
に
お
け
る
住
宅
団

地
の
整
備
に
よ
り
、
健
康
で
快
適
な
生
活
空
間
の

形
成
が
図
ら
れ
、
地
域
の
活
性
化
に
資
す
る
。

④
重
点
施
策
事
業

･
松
元
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
住
宅
団
地
整
備
事
業

(事
業
主
体
"
鹿
児
島
県
住
宅
公
社
)

⑤
支
援
す
る
道
路
事
業

(直
轄
国
道
)

･
国
道
三
号

鹿
児
島
道
路
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(伊
集
院
町
、
松
元
町
、
鹿
児
島
市
)

･
国
道
三
号

松
元
I
C

(地
方
道
)

･
(主
)
鹿
児
島
東
市
来
線

(鹿
児
島
市
五
ヶ
別
府
)

･
(
一
)
徳
重
横
井
鹿
児
島
線
(伊
集
院
町
清
藤
)

インターチェンジ周辺地域 篦恵

･
(主
)
鹿
児
島
東
市
来
線

(松
元
町
上
谷
ロ
)

･
(主
)
指
宿
鹿
児
島
イ
ン
タ
ー
線

(鹿
児
島
市
中
山
)

･
(
一
)
小
山
田
谷
山
線

(鹿
児
島
市
小
山
田
-
松
元
町
仁
田
尾
)

･
(
=

小
山
田
谷
山
線

(松
元
町
仁
田
尾
)

(街
路
)

･
郡
中
央
通
線

(伊
集
院
町
)

4

志
布
志
港
港
湾
整
備
事
業

①
目
的
･
内
容

南
九
州
を
背
後
圏
と
す
る
物
流
拠
点
と
し
て
の

機
能
を
強
化
す
る
等
の
た
め
、
コ
ン
テ
ナ
埠
頭
等

の
整
備
を
行
う
。

ま
た
、
テ
ク
ノ
ス
ー
パ
ー
ラ
イ
ナ
ー
の
寄
港
に

対
応
し
た
施
設
整
備
を
行
う
。

②
所
在
地
･
規
模

･
志
布
志
町

･
一
･
五
万
G
/
T
級

水
深
七
･
五
m

岸
壁

-
バ
ー
ス

五
万
D
/
W
級

水
深
一
四
m

岸
壁
一
バ
ー

図

ス

松元 I C

③
地
域
活
性
化
の
効
果

物
流
拠
点
と
し
て
の
機
能
強
化
が
図
ら
れ
、
地

域
の
活
性
化
に
資
す
る
。

④
重
点
施
策
事
業
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･
志
布
志
港
港
湾
整
備
事
業

(事
業
主
体
"
運
輸
省
、
鹿
児
島
県
)

⑤
支
援
す
る
道
路
事
業

(地
方
道
)

･
(主
)
南
之
郷
志
布
志
線
会
心布
志
町
志
布
志
)

･
(
一
)
飯
野
松
山
都
城
線

(末
吉
町
大
路
)

(街
路
)

･
関
屋
線

会
心布
志
町
)

現
在
、
地
域
活
性
化
促
進
道
路
事
業
に
指
定
さ
れ

た
各
道
路
事
業
は
順
調
に
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

四

終
わ
り
に

今
後
の
鹿
児
島
の
発
展
を
進
め
る
上
で
道
路
の
果

た
す
役
割
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
大
き
な
比
重
を
占
め

て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
九
州
本
土
の
南
部
に
位
置

す
る
我
が
県
は
、
今
後
、
九
州
各
県
の
み
な
ら
ず
、

日
本
の
各
地
域
と
の
交
流
･
連
携
が
必
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
発
展
が
見
込
ま
れ
る

ア
ジ
ア
地
域
と
の
交
流
促
進
も
今
後
の
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

本
県
の
立
ち
後
れ
た
高
速
交
通
体
系
の
早
急
な
整

図 8 志布志港港湾整備事業

備
、.各
地
域
か
ら
の
交
通
拠
点
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路

の
早
急
な
整
備
を
、
今
後
の
鹿
児
島
の
発
展
に
向
け

た
最
重
要
項
目
と
し
て
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

二
一
世
紀
の
鹿
児
島

｢う
る
お
い
と
活
力
に
満
ち

た
鹿
児
島
の
創
造
｣
に
向
け
て
、
今
後
も
県
民
の
皆

様
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
本
県
の
発
展

の
基
盤
と
な
る
道
路
の
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

図 9 志布志港全体鳥轍図
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0

鰡
月
･
日

世
界
の

動

き

○
北
大
西
洋
条
約
機
構

(N
A
T
O
)
軍
と
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
連

邦
軍
が
、
ユ
ー
ゴ
軍
セ
ル
ビ
ア
治
安
部
隊
の
コ
ソ
ボ
自
治
州
か
ら

の
三

日
以
内
の
完
全
撤
退
な
ど
で
合
意
、
文
書
に
調
印
し
た
。

一
〇
日
に
ユ
ー
ゴ
軍
･
セ
ル
ビ
ア
治
安
部
隊
が
撤
退
を
始
め
た
た

め
、
N
A
T
O
の
ソ
ラ
ナ
事
務
総
長
が
空
爆
の
停
止
を
宣
言
し
た
。

○
経
済
協
力
開
発
機
構

(O
E
C
D
)
の
開
発
援
助
委
員
会

(D

A
C
)
が
、
加
盟
二
一
カ
国
の
一
九
九
八
年
の
途
上
国
援
助

(O

D
A
)
実
績
額

(暫
定
値
)
を
発
表
し
た
。
日
本
は
ア
ジ
ア
向
け

の
援
助
が
急
増
し
た
た
め
、
一
〇
六
億
八
、
0
0
0
万
ド
ル
と
前

年
に
比
べ
一
四
･
二
%
増
え
、
八
年
連
続
で
世
界
一
。
二
位
は
米

国
の
八
一
億
三
、
○
○
0
万
ド
ル
、
次
い
で
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
。

○
韓
国
国
防
省
に
よ
る
と
、
韓
国
側

｢緩
衝
海
域
｣
に
侵
入
し
た

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国

(北
朝
鮮
)
の
魚
雷
艇
な
ど
が
、
韓

国
海
軍
艇
に
発
砲
し
、
双
方
の
間
で
銃
撃
戦
が
行
わ
れ
た
。
北
朝

鮮
艇
は
七
隻
で
、
う
ち
二
隻
が
沈
没
し
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。

○
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会

(I
O
C
)
の
第
一
〇
九
回
総
会

が
ソ
ウ
ル
で
開
催
さ
れ
、
二
〇
〇
六
年
冬
季
五
輪
の
開
催
地
に
ト

リ
ノ

(イ
タ
リ
ア
)
を
選
ん
だ
。
イ
タ
リ
ア
で
の
冬
季
五
輪
は
一

九
五
六
年
以
来
。

○
ド
イ
ツ
･
ケ
ル
ン
で
の
第
二
五
回
主
要
国
首
脳
会
議

(サ
ミ
ッ

ト
)
は
、
国
際
通
貨
基
金

(I
M
F
)
に
よ
る
ロ
シ
ア
へ
の
融
資

再
開
を
促
す
と
と
も
に
、
公
的
債
務
の
支
払
い
軽
減
促
進
な
ど
ロ

シ
ア
支
援
策
の
首
脳
宣
言
と
、
コ
ソ
ボ
な
ど
地
域
問
題
に
関
す
る

声
明
を
採
択
し
て
閉
幕
し
た
。

事

項

偽
月
･
日

国
内
の

動

き

○
新
し
い
日
米
防
衛
協
力
た
め
の
指
針

(ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
)
関
連

法
が
、
参
院
の
特
別
委
員
会
と
本
会
議
で
可
決
、
成
立
し
た
。

○
総
務
庁
の
労
働
力
調
査
に
よ
る
と
、
四
月
の
男
性
の
完
全
失
業

率
は
五
･
0
%

(季
節
調
整
値
)
で
、
前
月
を
○
･
ニ
ポ
イ
ン
ト

上
回
り
、
現
行
調
査
を
始
め
た
一
九
五
三
年
以
来
の
最
悪
。
男
女

平
均
の
失
業
率
は
四
･
八
%

(同
)
で
、
前
月
と
同
水
準
の
最
悪
。

○
金
融
監
督
庁
が
中
堅
生
保
の
東
邦
生
命
保
険

(本
社
･
東
京
)

に
対
し
て
保
険
業
法
に
基
づ
い
て
破
た
ん
認
定
し
、
解
約
な
ど
の

一
部
業
務
の
停
止
と
、
資
産
の
保
全
を
命
じ
た
。
生
保
の
破
た
ん

は
日
産
生
命
に
次
い
で
、
戦
後
二
件
目
。

○
東
京
地
検
が
日
本
長
期
信
用
銀
行
の
大
野
木
克
信
･元
頭
取
仝
ハ

三
)
と
元
副
頭
取
ら
三
容
疑
者
を
証
券
取
引
法
違
反

(有
価
証
券

報
告
書
虚
偽
記
載
)
の
疑
い
で
逮
捕
。

○
経
済
企
画
庁
の
国
民
所
得
統
計
速
報
に
よ
る
と
、
今
年
一
-
三

月
期
の
国
内
総
生
産

(G
D
P
)
は
、
一
九
九
七
年
七
-
九
月
期

以
来
、
一
年
半
ぶ
り
の
プ
ラ
ス
成
長
。
昨
年
一
○
-
三
一月
期
に

比
べ
実
質
で
一
･
九
%
、
年
率
換
算
で
七
･
九
%
と
大
幅
な
伸
び
。

○
政
府
が
閣
議
で

｢高
齢
社
会
白
書
｣
を
決
定
。
昨
年
一
〇
月
現

在
の
六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
人
ロ
は
二
、
0
五
一
万
人
で
、
総
人

口
に
占
め
る
割
合
は
一
六
･
二
%
。

○
政
府
が
雇
用
･
産
業
競
争
力
強
化
対
策
を
決
定
。
雇
用
対
策
で

は
、
国
･
自
治
体
に
よ
る
採
用
や
民
間
へ
の
事
業
委
託
な
ど
で
七

〇
万
人
強
の
雇
用
を
生
み
出
す
方
針
。
こ
れ
に
よ
り
、
秋
の
臨
時

国
会
に
提
出
す
る
補
正
予
算
に
少
子
化
対
策
と
合
わ
せ
五
、
0
O

○
億
円
程
度
が
計
上
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

事

項

議
月
･
日

道

路

行

政

の

動

き

○
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
の
加
治
川
橋
が
完
成
。

○

｢二
一
世
紀
の
路
面
電
車
を
考
え
る
｣
を
テ
ー
マ
に

｢第
四
回

路
面
電
車
サ
ミ
ッ
ト
“
日
と
ょ
は
し
｣が
愛
知
県
豊
橋
市
で
開
か
れ

た

(六
日
ま
で
)。

○
中
国
横
断
自
動
車
道

尾
道
松
江
線
三
刀
屋
-
松
江
間
の
女
夫

岩
ト
ン
ネ
ル
が
貫
通
。

0
徳
島
自
動
車
道

井
川
池
田
I
C
-
川
之
江
束
J
C
T
(仮
称
)

間
の
地
田
第
二
ト
ン
ネ
ル
が
貫
通
。

○
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
イ
推
進
会
議

(委
員
長
･
豊
田
章
一
郎
経
団
連

名
誉
会
長
)
が
、
提
言

｢
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
イ
の
実
現
に
向
け
て
｣

を
ま
と
め
公
表
し
た
。

事

項
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の
発
祥
の
地
に
な
っ
た
の
は
、
洪
水
が
肥
料
分
を
ば

由
を
述
べ
て
い
る
。

ら
ま
き
地
面
を
豊
か
に
し
た
為
だ
ろ
う
。
エ
ジ
プ
ト

上
経
は
、
有
二天
地
一然
後
萬
物
生
焉
。
盈
二天
地
之

か
ん

つるものはたゞ
ぱんぷつなり

珍鳥
これをうくるにちゆんをもってず

漢
字
の
漢
は
、
中
国
の
王
朝
や
民
族
の
名
に
使
わ

文
明
と
ナ
イ
ル
河
の
相
関
の
よ
う
に
河
川
の
氾
濫
と

間
一者
唯
萬
物
。
故
受
し之
以
し屯
。屯
で
始
ま
り
難
で

れ
て
い
る
。
字
源
は
水
と
難
と
の
合
字
だ
と
辞
書
に

文
化
の
発
祥
と
は
密
接
な
関
係
に
あ
る
、
と
歴
史
は

終
る
三
○
卦
の
配
列
順
序
を
述
べ
て
い
る
。
要
す
る

あ
る
。
そ
う
い
わ
れ
て
み
る
と
難
の
扇
、
英
と
ジ
を

教
え
て
い
る
。
と
は
い
っ
て
も
、
洪
水
に
遭
遇
し
た

に
地
上
は
生
物
を
は
じ
め
萬
物
に
満
ち
て
い
る
が
、

合
わ
せ
る
と
漢
の
字
に
な
る
。
難
の
字
は
ク
ル
シ
ミ

当
時
の
人
々
は
生
活
基
盤
を
揺
が
す
恐
る
べ
き
事
態

生
物
は
生
き
残
る
た
め
に
集
団
を
作
る
。
人
も
同
様

を
表
す
文
字
だ
が
、
そ
の
意
味
は
扇
の
実
の
字
に
あ

だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
こ
の
流
域
で
生
ま
れ
た
易
六

で
あ
る
。
こ
れ
ら
社
会
集
団
の
中
で
の
出
来
事
、
訴

る
と
い
う
。
そ
の
実
は
黄
の
省
晝
と
土
の
合
字
だ
と

四
卦
に
利
し渉
二大
川
一。
不
し利
し渉
二大
川
一。
或
い
は

訟
象
珍
、
戦
争
(師
)、
平
和
(泰
)、
腐
敗
(豊
)な
ど

い
う
。
ち
ょ
っ
と
や
}
こ
し
く
な

っ
た
が
黄
と
土
の

過
渉
滅
し項

(途
中
で
沈
ん
で
し
ま
っ
た
)と
あ
る
の

い
わ
ば
公
約
な
事
柄
を
扱
っ
て
い
る
の
が
上
経
だ
と

き
ん

て
んちあ
り
てしか
る
のち
にば
んぶ
つあ
り

合
字
で
あ
る
英
が
、
ど
う
し
て
ク
ル
シ
ミ
を
表
す
文

も
、
こ
の
河
が
国
の
興
亡
や
人
々
の
生
活
を
支
配
し

い
う
。
一
方
、
下
経
は
有
二天
地
一然
後
有
二萬
物
一。

字
に
な
る
の
か
。
私
が
使
っ
て
い
る
漢
和
辞
典
で
は

た
証
拠
と
い
え
よ
う
。

有
二萬
物
一然
後
有
二父
子
一。
有
二父
子
一然
後
有
二君

く
んし
んあ
りてし
かる
のち
にじ
ようげあ
り

じ
ょう
げあ
り
てしか
る
のち

そ
こ
ま
で
追
求
し
て
い
な
い
。
多
少
こ
じ
つ
け
の
よ

紀
元
前
五
〇
〇
年
、
孔
子
達
儒
家
は
も
と
ノ
＼
あ

臣
一。
有
二君
臣
一然
後
有
二上
･
下
一。
有
二上
下
一然
後

う
に
思
う
が
一
つ
の
見
方
と
し
て
、
黄
河
流
域
の
古

っ
た
易
六
四
卦
に
自
分
達
の
倫
理
思
想
を
注
釈
し
て

禮
儀
有
し所
し錯
。
夫
婦
之
道
不
し可
二不
要
了久
也
。

代
人
に
と
っ
て
黄
色
い
土
は
或
る
種
の
ク
ル
シ
ミ
を

易
経
を
完
成
さ
せ
た
。
こ
の
注
釈
は
十
種
の
伝
書
と

故
受
し之
以
し恆
。
恆
で
始
ま
り
未
済
で
終
る
三
四
卦

連
想
さ
せ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
見

な
っ
て
、
後
々
易
を
学
ぶ
上
で
大
い
に
役
立

っ
て
い

の
配
列
順
序
を
述
べ
て
い
る
。
文
字
は
む
ず
か
し
い

て
く
る
と
実
に
ジ
が
つ
い
た
漢
の
字
は
、
黄
土
色
を

る
。
占
い
の
六
四
卦
と
儒
教
倫
理
が
易
経
の
中
で
共

が
い
っ
て
い
る
こ
と
は
簡
単
で
、
男
女
の
結
び
つ
き

し
た
水
に
ク
ル
シ
ム
と
い
う
意
味
に
な
る
。
と
す
る

存
し
得
た
の
は
、
苦
し
み
も
あ
れ
ば
楽
も
あ
る
と
い

に
よ
っ
て
人
間
社
会
の
秩
序
は
始
ま
り
、
男
女
の
関

と
漢
民
族
と
い
う
の
は
黄
泥
に
苦
し
む
民
族
と
い
う

っ
た
事
象
の
す
べ
て
を
陰
陽
二
元
に
割
り
切
っ
て
し

係
は
同
時
に
す
べ
て
の
問
題
の
根
だ
と
い
う
の
で
あ

か
ん

こう

･

と
ん

こ
と
に
な
る
。
黄
河
は
中
国
大
陸
の
北
に
あ
る
大
河

ま
う
共
通
理
念
が
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
明
と
暗
、

る
。
男
女
の
交
わ
り
(威
)、
夫
婦
(恆
)、
離
婚
(遜
)、

だ
が
、
上
流
部
で
黄
土
高
原
の
中
を
流
れ
て
来
る
た

男
と
女
、
光
と
影
、
吉
と
凶
、
こ
の
よ
う
に
陰
陽
二

家
族
(家
人
)、
姑
嫁
(膜
)、
出
合
い
(娠
)、
生
活
(丼
)

め
黄
土
の
微
粒
を
大
量
に
含
ん
で
い
る
。
流
水
の
半

元
に
す
べ
て
を
分
け
る
と
な
る
と
、
易
六
四
卦
も
二

な
ど
、
下
経
は
私
的
な
問
題
を
扱
っ
て
い
る
。

分
が
黄
泥
だ
と
い
う
。
泥
土
は
堆
積
し
河
床
を
上
げ

つ
に
分
け
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
易
経
の
目
次
を
見

-
山
水
蒙
-

て
洪
水
を
繰
り
返
し
、
流
域
の
人
々
を
苦
し
め
る
。

る
と
六
四
卦
を
上
経
三
○
卦
(陽
)、
下
経
三
四
卦

だ
か
ら
古
代
の
人
々
は
、
こ
の
河
を
龍
に
た
と
え
て

(陰
)
に
分
け
て
い
る
。
注
釈
書
の
一
つ
序
卦
伝
は
、
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